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Ⅰ．はじめに  

平成 30年度、本学園は伊瀨敏史新理事長のもと、新たな一歩を踏み出した。 

各校園の動きについては、特に高等教育に於いて「大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）」が 

スタートし、高等教育の整備拡充の一環としてかねてより準備を進めていた「保健医療学部リハビリ

テーション学科（理学療法学専攻、作業療法学専攻）」が文部科学省よりの認可を受け、平成 31年度

4月から開学することとなった。また、短期大学部は在学生全員を無事社会に送り出し、その幕を閉 

じた、という大きな動きがあった。さらに各校園・法人本部は「経営改善計画（平成 28年度～32年度）」 

を通じて「教学改革計画」、「学生・生徒・児童・園児募集対策と学納金計画」、「施設等整備計画」等 

の様々な改善・改革に取組んでいる。 

本報告書では平成 30年度の法人概要をはじめとして、各校園による事業、以下の表に紹介したよう 

な教学関係をはじめとする様々な取り組み、さらには学園全体の財務状況についても報告しており、 

本学園へのご理解を深めて頂くよう制作されている。 

【本書 P6～12「ハイライト」より】 

奈良学園大学 「新たな時代に向かって」 

奈良学園大学奈良文化女子短期大学部 「５４年の歴史に幕」 

奈良文化高等学校 「受け継ぐ伝統、新たな歴史」 

奈良学園中学校・高等学校 「SSH校として活動を充実」 

奈良学園幼稚園・奈良学園小学校・奈良学園登美ヶ丘中学校・高等学校 

 「繋がる学びと教育力」 

奈良文化幼稚園 「「わんぱくの森」プロジェクト～遊びをとおして元気！未来行」 

学園は、建学以来、「個性尊重の温かい人間形成の場での教育」を行っている。時代は「平成」から 

「令和」へと歩みを進めて行く中、学園の各校園は、今後も時代と共に変化する社会の要請に応える 

べく、常に教育内容の充実を図り、地域社会さらには国際社会に貢献できる人材の育成に向け、全力を 

傾注する所存である。変わらぬご支援を頂ければ幸いである。 

学校法人 奈良学園 
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Ⅱ．法人の概要 

１．沿革 

昭和 36. 4 学校法人中和学園設置認可。 

昭和 40. 1 奈良文化女子短期大学教養科及び奈良文化女子短期大学付属高等学校の設置認可。

教養科入学定員 100人､付属高等学校入学定員 100人､4月 1日開校｡ 

昭和 42. 1 奈良文化女子短期大学付属幼稚園の設置認可。 

総定員 180人､4月 1日開園｡ 

昭和 45. 4 学校法人奈良学園に名称変更を行う。 

昭和 54. 1 奈良学園中学校､奈良学園高等学校設置認可｡ 

中学校入学定員 90 人､高等学校入学定員 90人､4月 1日開校｡ 

昭和 58.12 奈良産業大学の設置認可。 

経済学部経済学科入学定員 120人､経営学科 120人､昭和 59 年 4月 1日に開学｡ 

平成 19. 4 奈良文化女子短期大学付属高等学校を奈良文化高等学校に校名変更。 

平成 19. 6 法人本部を奈良県大和高田市東中 127番地から奈良県奈良市中登美ケ丘三丁目 15

番 1号に移転。 

平成 20. 3 奈良学園幼稚園、奈良学園小学校、奈良学園登美ヶ丘中学校設置認可。 

幼稚園総定員 155人､4月 1日開園｡ 

小学校入学定員 120人､中学校入学定員 200人､4月 1日開校｡ 

平成 21. 3 奈良学園登美ヶ丘高等学校設置認可｡ 

入学定員 225人､4月 1 日開校｡ 

平成 26. 4 奈良産業大学を奈良学園大学に名称変更し、人間教育学部人間教育学科入学定員

120人、保健医療学部看護学科入学定員 80人を設置。 

奈良文化女子短期大学を奈良学園大学奈良文化女子短期大学部に名称変更。 

奈良文化女子短期大学付属幼稚園を奈良文化幼稚園に名称変更。 

平成 29.10 法人本部を奈良県奈良市中登美ケ丘三丁目 15番 1号から奈良県生駒郡三郷町立野

北三丁目 12-1 に移転。 

平成 30. 4 奈良学園大学大学院看護学研究科を設置。入学定員 8人､4月 1 日開校｡ 

平成 31. 3 奈良学園大学奈良文化女子短期大学部を閉校｡ 

 ２．法人本部及び設置する学校の所在地 

平成 31年 3月 31日現在 

学 校 名 住 所 

法人本部 〒636-8503 奈良県生駒郡三郷町立野北 3-12-1 

奈良学園大学 ※1〒636-8503 奈良県生駒郡三郷町立野北 3-12-1

※2〒631-8524 奈良県奈良市中登美ヶ丘 3-15-1

奈良学園大学奈良文化女子短期大学部※3 〒631-8523 奈良県奈良市中登美ヶ丘 3-15-1 

奈良文化高等学校 〒635-8530 奈良県大和高田市東中 127 

奈良学園高等学校 〒639-1093 奈良県大和郡山市山田町 430 

奈良学園中学校 〒639-1093 奈良県大和郡山市山田町 430 

奈良学園登美ヶ丘高等学校 〒631-8522 奈良県奈良市中登美ヶ丘 3-15-1 

奈良学園登美ヶ丘中学校 〒631-8522 奈良県奈良市中登美ヶ丘 3-15-1 

奈良学園小学校 〒631-8522 奈良県奈良市中登美ヶ丘 3-15-1 

奈良学園幼稚園 〒631-8522 奈良県奈良市中登美ヶ丘 3-15-1 

奈良文化幼稚園 〒639-2101 奈良県葛城市疋田 687 

注)※1 三郷キャンパス（人間教育学部） 

※2 登美ヶ丘キャンパス（保健医療学部、大学院看護学研究科）

※3 平成 31 年 3月末閉校。
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３．学校・学部・学科等の学生数等の状況 

平成 30年 5月 1日現在 

学校名 学部等 入学定員 収容定員 現員 備考 

奈良学園大学 

人間教育学部 150
※1
 510 482 

H30より入学定員

120人より30人増 

保健医療学部 80 320 350 

奈良学園大学大学院 看護学研究科 8 16 6 H30.4設置 

奈良学園大学奈良文化 

女子短期大学部
※2 幼児教育学科 100 100 129 H29.4募集停止 

奈良文化高等学校 

全日制課程 普通科 110
※3

330
※4

279 

全日制課程 衛生看護科 80 240 250 

全日制課程 衛生看護 

専攻科 
80 160 147 

奈良学園高等学校 全日制課程 普通科 200
※5
 600

※6
 542 

奈良学園中学校 160
※7

480
※8

476 

奈良学園登美ヶ丘 

高等学校 
全日制課程 普通科 160※9 440※10

353 

奈良学園登美ヶ丘 

中学校 
160

※11
480※12

 462 

奈良学園小学校   90
※13

 540※14
 367 

奈良学園幼稚園 40
※15

155
※16

137 

奈良文化幼稚園 60
※17

170
※18

 195 

※1 平成 29年度までは 120人。 ※2 平成 31年 3月閉校。

※3募集人数。入学定員は 120人。 ※4 校則上の収容定員は 360人。

※5募集人数。入学定員は 240人。 ※6 校則上の収容定員は 720人。

※7募集人数。入学定員は 220人。 ※8 校則上の収容定員は 660人。

※9募集人数。入学定員は 225人。 ※10校則上の収容定員は 675人。

※11募集人数。入学定員は 200人。 ※12校則上の収容定員は 600人。

※13募集人数。入学定員は 120人。  ※14校則上の収容定員は 720人。

※15募集人数。27年度までは 35人。※16園則上の収容定員として 155人。

※17募集人数。入学定員は 75人。 ※18園則上の収容定員は 255人。
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４．役員の状況 （平成 31年 3月 31日現在） 

※理事定数 8人以上 12人以内【現員 11人】監事定数 2人又は 3人【現員 2人】 
 

理 事 長（常勤） 

理  事（常勤） 

理  事（常勤） 

理  事（常勤） 

理  事（常勤） 

理  事（常勤） 

理  事（常勤） 

理  事（常勤） 

 理  事（非常勤） 

 理  事（非常勤） 

  理  事（非常勤） 

伊 瀨  敏 史 

辻   毅 一 郎 

𠮷𠮷  田    明  史 

山 田  勝 美 

松 尾  孝 司 

古 川  謙 二 

植  村    明  博 

金 山  憲 正 

甘 利  治 夫 

中 本   勝 

京 兼   純 

学園長 

学校長の互選による 

学校長の互選による 

学校長の互選による 

学校長の互選による 

学校長の互選による 

評議員会の選任による 

評議員会の選任による 

学識経験者 

学識経験者 

学識経験者 

監   事（常勤） 

監   事（非常勤） 

松 田  親 典 

村 田  智 之 

 

 

注）平成 31年 3月 31日退任      

   理事（常勤） 𠮷𠮷田 明史         

        

                                             

５．評議員の状況（平成 31年 3月 31日現在） 

   ※評議員定数 21人以上 25人以内【現員 24人】 
 

法人職員 仁後公幸 

枡田昌子 

滝田雅人 

上原朋之 

梅田真寿美 

金山憲正 

角田道代 

植村明博 

学園卒業生 川戸昭人 

光安寿一 

池田順子 

櫻井秀子 

小鶴和美 

山口小代美 

上杉圭史 

奥村大明 

学識経験者 朝廣佳子 

高橋裕子 

政池 明 

尾来孝志 

田村雅宥 

伊瀨 敏史 

菊池 攻 

新納京子 

 

注）平成 31年 3月 31日退任         

評議員 枡田 昌子            

評議員 新納 京子            
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６．専任教職員の状況（平成 30年 5月 1日現在） 

※学長・副学長・校長・園長・副校長・教頭は除く 

校  名 

教

授 

准 

教授 

講師 

（大学・短大） 

助

教 

助

手 

教

諭 

助 

教諭 

常勤講師 

（幼・小・中・高） 

職

員 

計 

奈良学園大学・大学院 26 15 17 8 7 0 0 0 48 121 

奈良学園大学奈良文化女子短期大学部 4 1 3 0 0 0 0 0 5 13 

奈良文化高等学校 0 0 0 0 0 42 0 0 11 53 

奈良学園高等学校 0 0 0 0 0 34 0 0 5 39 

奈良学園中学校 0 0 0 0 0 27 0 0 3 30 

奈良学園登美ヶ丘高等学校 0 0 0 0 0 23 0 1 2 26 

奈良学園登美ヶ丘中学校 0 0 0 0 0 28 0 3 1 32 

奈良学園小学校 0 0 0 0 0 26 0 5 3 34 

奈良学園幼稚園 0 0 0 0 0 7 0 2 1 10 

奈良文化幼稚園 0 0 0 0 0 9 0 4 1 14 

法人部門 0 0 0 0 0 0 0 0 13 13 

  計 30 16 20 8 7 196 0 15 93 385 

 

７．土地及び建物（平成 30年 5月 1日現在。含、志賀直哉旧居） 

【キャンパス毎の土地面積】            【キャンパス毎の建物面積】     

三郷キャンパス（奈良学園大学・信貴山グラウ

ンド） 

203,745㎡  三郷キャンパス（奈良学園大学・信貴山グラウ

ンド） 

33,613㎡ 

高田キャンパス（奈良文化高等学校・奈良文化

幼稚園） 

79,261㎡  高田キャンパス（奈良文化高等学校・奈良文化

幼稚園） 

25,572㎡ 

郡山キャンパス（奈良学園中学校・高等学校） 119,678㎡         郡山キャンパス（奈良学園中学校・高等学校） 17,446㎡ 

登美ヶ丘キャンパス（奈良学園大学・奈良学

園大学大学院、奈良学園大学奈良文化女子短期大学

部・奈良学園登美ヶ丘高等学校・奈良学園登美ヶ丘

中学校・奈良学園小学校・奈良学園幼稚園） 

95,427㎡  登美ヶ丘キャンパス（奈良学園大学・奈良学

園大学大学院、奈良学園大学奈良文化女子短期大学

部・奈良学園登美ヶ丘高等学校・奈良学園登美ヶ丘

中学校・奈良学園小学校・奈良学園幼稚園） 

46,325㎡ 

（志賀直哉旧居（奈良学園セミナーハウス）） 1,438㎡  （志賀直哉旧居（奈良学園セミナーハウス）） 421㎡ 

 

８．全体地図（奈良学園キャンパス位置図 平成 30年 5月 1日現在） 

※平成 31年 3月末閉校 
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Ⅲ．事業の概要 

１．ハイライト 

（１）奈良学園大学 ̿新たな時代へ向かって̿ 

    

 平成 29 年 10 月に法人本部が三郷キャンパスに移転してきたことにより、平成

30年 4月から法人と大学が㐃ᦠを組み事務組⧊を改⦅した。また、5 月には伊瀨敏

史新理事長体制になり、平成 30 年度は新しい奈良学園大学へと向かう♏の年とな

った。 

人間教育学部は、二期生が㞴関とされる全国各地で行われる公立学校の教員᥇⏝

ヨ験に⮫み、一次ヨ験✺◚者が 91人、᭱⤊ྜ᱁者が 36 人という⤖ᯝをᚓた（᪤卒

生を含めると 39人がྜ᱁）。๓年度の⤖ᯝに対するプࣞࢵシャーとኟの␗常気㇟に

より᥇⏝ヨ験日程が次々とᘏ期されていく中で、学生のࣔ࣋ࢳーションをⴠとさな

いよう教員が丁ᑀにᣦᑟを⥆けた⤖ᯝである。 

また、᫖年度卒業した一期生の教育現場でのᝎみ、ࡸりがいな࡝を⪺き取り、卒

業生へのࣇ࢔ターケ࢔を行うと共に、教育現場でᚓた経験を後㍮たࡕに伝え、現場

の生のኌを⪺くことで、「人を支える人」としての資㉁を☻くᶵ会を設ける営みを

継⥆してきたことも大きな力をⓎ᥹した。 

さらに、教員以እの進㊰をᕼᮃした学生については、௻業へᑵ職した者が 55 人

（その中で 18人が一部上場௻業に内定をᚓて内 8人がᑵ職）、公務員は 9人がྜ᱁

（ᕼᮃ者全員）、大学院へ進学した者が 2 人という⤖ᯝとなり、教員以እの道へ進

んࡔ卒業生は 69人であったが、ᑵ職をᕼᮃした者全員が進㊰を決定した。 

各᪉面には学生の実⩦ඛとしておୡヰになったが、平成 29 年度から 2 年間三郷

キャンパスの中に建設された௬校⯋で一⥴に㐣ごした三郷中学校にはとりわけお

ୡヰになった。また、中学校からは、校長ඛ生以下、ඛ生᪉ࡸ生徒たࡕにも大変ឤ

ㅰをいたࡔき、཮᪉にとって、良き関係を⠏くことができた。 

保健医療学部は、二期生 86人が看護師国ᐙヨ験を受験し 79人がྜ᱁（᪤卒生は

2人が受験し、2人ともྜ᱁）、6人が助産師国ᐙヨ験を受験し全員ྜ᱁、16人が保

健師国ᐙヨ験を受験し 13 人のྜ᱁という⤖ᯝをᚓた。6 人が看護師と助産師、13

人が看護師と保健師というように２つの資᱁をྠ時に取ᚓした。学生たࡕは、看護

学各㡿域の専門ศ野の学びを深めるとともに、大学学士号を授୚される者としての

ከᙬな授業科目による▱識とᢏ⾡を修ᚓし、⮫地実⩦で実㊶力を養うのはもࢁࡕん、

国ᐙヨ験に備え対策を本᱁化さࡏ、継⥆ⓗにᶍᨃヨ験を受験するな࡝実力を☜認し

てきた。全員のྜ᱁はᯝたࡏなかったが、次年度卒業生にຍえ今ᅇ୙ྜ᱁となった

者に対しても、継⥆して୓全の体制で国ᐙヨ験対策を実施し、大学が一୸となって

学生を支援していく。 

4 月から大学院看護学研究科が開設し、6 人の大学院生が看護職者の㉁向上を目

ᶆに入学した。1人の大学院生は長期ᒚ修学生制度を利⏝し、௙事に勤務しながら

学んでいる。また⢭⚄看護学ศ野には、CNS（Certified Nurse Specialist）をᒚ

修するࢥースを設置し、高い専門性とඃれた看護実㊶⬟力をもつ看護職者の育成を
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目ᣦしている。 

また、8月 18 日には、ᰂ道ᐙの野村ᛅᏹ（のࡴらたࢁࡦࡔ）Ặをおᣍきし、➨ 4

ᅇ奈良学園大学シン࣏ジウ࣒「人生 100年時代̿健ᗣなᚰと体とは̿」を登美ヶ丘

キャンパスにおいて開ദした。大学キャンパスを会場として開ദしたのはこれがึ

めてである。シン࣏ジウ࣒の๓にはᾏእ研修報告として、グローࣝࣂなどⅬで、ᾏ

እの保健医療ࢽーࢬと、日本との看護の㐪いについて本学保健医療学部生によるプ

 。ンテーションが行われ、⤯大なዲ評をᚓたࢮࣞ

さらに、保健医療学部には、平成 31 年 4 月からリハビリテーション学科理学療

法学専攻とリハビリテーション学科作業療法学専攻が開設される。地域ໟᣓケ࢔シ

ステ࣒の実現において、リハビリテーション学科は今後ますます高度化、」㞧化、

グローࣝࣂ化するከ様な保健医療ࢽーࢬに個ูⓗに対応するために、人間を統ྜⓗ、

ㄪ和ⓗにᤊえ全人ⓗケ࢔のᥦ౪ができる人材の養成と、深いឿᝒのᚰࡸዊ௙の⢭⚄、

㇏かな▱性と人間性、医療人としての高い職業ⓗ೔理ほを備え、地域ໟᣓケ࢔が進

行する医療現場で、ከ職✀との㐃ᦠによるࢳー࣒の中で活㌍できる㉁の高い理学療

法士と作業療法士を養成することを目ᣦしていく。 

 

    

8月 18日奈良学園大学シン࣏ジウ11          ࣒月 4日 おもࡕつき大会 

      

 

（２）奈良学園大学奈良文化女子短期大学部（奈良文化女子短期大学） 

̿54年の歴史に幕̿ 

 

 本学は昭和 40（1965）年 4月に大和高田市に開学し、以来 50年以上にわたり人材 

育成にດめてきたが、平成 30年 3月 6日の卒業ᘧ（於 ࣍テࣝ日⯟奈良）をもって 

᭱後の卒業生を送り出し、その長き歴史に幕を㝆ࢁす事となった。この日 126 人の学生

たࡕが学びࡸからᕢ立っていった。 

ᙜ日はྜྷ田学長のᘧ㎡、来㈱の伊瀨理事長よりᙼ女たࡕに温かなゝⴥが送られた。 

ྜྷ田学長からはᕢ立っていくことになる卒業生たࡕに童ヰ作ᐙで、リ人であるⲈᮌの

り子Ặの作ရ「⮬ศのឤ受性くらい」（1977年Ⓨ表）が紹介された。 ஝いて行くᚰࡸ

ⱔ立ࡕを࿘ᅖࡸ環ቃ、時代のࡏいにしてはいけない、⮬ศのឤ受性くらい ⮬ศでᏲれ

という概要であり、⮬ศをྏဂ⃭ບするゝⴥとして㏙べたものࡔと解㔘されている。今

とは時代⫼ᬒが␗なり、このリ全体の解㔘はいࢁいࢁあるのࡔが、⚾は次の二Ⅼが大ษ
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であるとᛮった。「⮬ศでしっかり考えて生きᢤくこと」、「ឤ受性を大事にすること」

これらこそ保育者にᚲ要な資㉁・⬟力ࡔとᛮう。これからも┈々⮬ศを☻くことをᛀれ

ないで。」と、はなࡴけのゝⴥが送られた。 

 来㈱の伊瀨理事長からは昭和 40年の開学以来、これまで 25,148人の卒業生を社会に

送ってきた事、「᭱後の卒業生として本学で学んࡔ経験をᇶ本に、変化するものに積ᴟ

ⓗに対応して実りある人生を送ってḧしい。」と⃭ບのゝⴥが送られた。 

 卒業生代表からは「本学の᭱後を⥾めくくる学生として無事に卒業の日を㏄えられま

した。⚾たࡕはᕼᮃと୙安をᢪえながらも、これまで学んࡔことを⣊にそれࡒれの道を

進んで行き、社会に㑏元して行きます。」というゝⴥが㏉された。  

 ᭱後は卒業生全員による「ド」、「᪑立ࡕの日に」がྜၐされ、学ḷᩧၐを行い、ᚰ

にṧるᘧ典の幕が閉じられた。༗後にはᘬき⥆き、グᛕパーテ࢕が行われ、卒業生は཭

人・ᜠ師とのᴦしく名ṧᝰしい時間を㐣ごしていた。 

                    

 

 卒業ド書を授୚される卒業生         グᛕパーテ࢕でᜠ師へ࣓ࢵセージ 

 

（３）奈良文化高等学校 

～受け継ぐ伝統、新たな歴史～ 

 

㸺全日本学校環ቃ⥳化ࢥンクーࣝ準特選㸼 

本校は昭和 40 年に☾野校地で短期大学と共に産ኌを上ࡆた。⩣年、東中校地が整備され、

移転。以後༙ୡ⣖以上の長きにわたって、この地で女子教育一➽に教育活動を⥆けている。

๰設者である伊瀨敏郎ඛ生がⱝき㡭、ᾏእ教育どᐹのᢡりに⬚にᢪいてᖐ朝されたのは「森

の中の学校」というイ࣓ージであった。ඛ生はこれを学園๰設時にල現化された。༶ࡕ、

がてそのイ࣓ージ通りのキャンパスになるよう、専門ᐙの▱ぢを᥇り入れ、⥥ᐦかつ計ࡸ

画ⓗに植ᶞを行なわれた。それは土ተの入れ᭰えをもᩒ行するという、学校࡙くりの㞃れ

た重Ⅼ㡯目であった。∞来数༑年の時を経て、ከ✀ከ様な大ᮌがそびえる中に校⯋がⅬ在

するという、イ࣓ージ通りのキャンパスが現出した。平成 23年には開校以来ึめての校⯋

全面建᭰えを行なったが、その際にも「ᶞᮌはᴟ力ṧす」᪉㔪がᡴࡕ出され、๰設者の理
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᝿が継ᢎされた。 

真新しい校⯋も࡝࡯よくᶞᮌとなじんࡔ平成 30年ኟ、奈良県学校環ቃ⥳化ࢥンクーࣝに

ึめて応募し、ᑂ査を受けた。9 月 28 日付でඃ秀校に決定、また全日本学校環ቃ⥳化ࢥン

クーࣝに᥎⸀する᪨の通▱がᒆいた。文部科学省、国土⥳化᥎進ᶵᵓの現地ᑂ査を経て、

平成 31 年 3 月１日付で全国「準特選」決定の通▱がᒆき、ᮃእの評౯を頂いた႐びに学校

はἛいた。令和元年６月２日、ኳⓚⓚྡྷ୧㝎下ご⮫ᖍのもとにឡ▱県で開ദされる➨ 70ᅇ

全国植ᶞ⚍において、伊瀨敏史理事長ඛ生が表ᙲを受けられるண定となっている。 

今ᅇの受㈹に際しては、ハード面にຍえて、校⯋改⠏以来進められてきた特ᚩある教育

活動もᑂ査対㇟とされた。特に࢔ンࢿのࣂラ、ࣇローࣞンスナイࢳンࢤーࣝの᱂ᇵ、公開

と、校内に 900 本の᱓を植えてⴥ、実を㣗育ࡸ幼稚園஺ὶに活⏝している᱓園の整備な࡝

が高い評౯につながった。高田キャンパスでは、伝統が育ࡴ⥳㇏かな校地と、それを活か

した特Ⰽある教育内容を今後も受け継いで行きたい。 

 

㸺᫓高ࣞࣂーึ出場㸼 

にᣦ定されて本᱁ⓗに活動をጞめてࣈーࣝ部は、ᙉ化クラ࣎ーࣞࣂ 5 年の、まࡔⱝいク

ラࣈである。しかしึ年度から生徒募集ࡸ日々の⦎⩦に⇕ᚰに取り組み、ᙟᫍのように県

大会上位に㣗い㎸み注目を集めた。以来、県ࣞࣝ࣋の大会では決勝ᡓの常㐃校となり、古

㇦と୪んでᙉ㇦校とゝわれるまでに成長した。ᝒ㢪の全国大会出場を今か今かとᚅࡕᮃࡴ

全校の期ᚅに、ࣞࣂー部は今年度ついに応えた。平成 30年 11月 18日、全国の高校でࣞࣂ

ー࣎ーࣝにᡴࡕ㎸ࡴ選手らがክぢる៿れの⯙ྎ「᫓高ࣞࣂー」への出場ᶒをかけた奈良県

大会決勝ᡓで、本校ࣞࣂー࣎ーࣝ部がぢ事ඃ勝のᰤෙを手にした。 

選手らは႐びにᾐる間もなく正月㏉上で準備、⦎⩦に取りくみ、東京での本大会に⮫ん

そして平成。ࡔ 31年 1月 5日に行われたึᡓをぢ事勝利で㣭った。二ᅇᡓでᩋ退したもの

の、ึ出場のᡓ⦼としては༑ศ、いࡸ༑二ศであった。 

๰部からわࡎかの間にᛌᣲを成し㐙ࡆた奈良文化ࣞࣂーは、新たな歴史を⠏いて行って

くれるࢁࡔう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ⥳㇏かな校地             ᛌᣲを成し㐙ࡆたࣞࣂー࣎ーࣝ部     
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（４）奈良学園中学校・高等学校 ̿SSH校として活動を充実̿ 

 

平成 30年４月１日、➨１期 SSH（スーパーࢧイ࢚ンスハイスクーࣝ）に⥆いて、

➨２期 SSH にᣦ定された。本年度は、➨ 2期ᣦ定の１年目にあたり、新たな計画に

ᇶ࡙いて、ᙜ事業を中学校、高等学校のすべての学年で実施し、2 月にはなら 100

年会㤋で SSH 研究Ⓨ表会を開ദした。࣋トナ࣒でのᾏእࢧイ࢚ンス研修には、SS

Ⓨᒎࢥースに所属する生徒 18名全員がཧຍした。 

また、8 月に⚄戸市で開ദされたスーパーࢧイ࢚ンスハイスクーࣝ生徒研究Ⓨ表

会で、SS研究ࢳー࣒が「࣏スターⓎ表㈹」を受㈹した。 

本年度の主な活動は次のとおりである。 

ձ 高校 2年生による課㢟研究 

ղ 中学生対㇟の「環ቃ科学研修」、高校生対㇟の「環ቃ保全実⩦」 

ճ 高校 1年生対㇟の学እࢧイ࢚ンス学⩦（京大、⚄戸大、大教大、大㜰ᗓỈ産 

  ᢏ⾡センター、高度᝟報科学研究ᶵᵓ等々でのぢ学ࡸ講⩏のべ 18 ᅇ） 

մ SS公開講ᗙ（ⴭ名な᪉をᣍ⪸して講ᗙを年 3ᅇ実施） 

յ SS出๓講⩏（大㜰教育大のඛ生が本校等で年 5ᅇ講⩏） 

ն ࣋トナ࣒ᾏእࢧイ࢚ンス研修（18 名の生徒が、12 月に࣋トナ࣒の高校と大学 

をゼれ、研修と஺ὶ。現地の㎰村ナࢯ࣒ン村ࡸドࢗンラ࣒村、࣍ン川Ἑ口、࣋ 

トナ࣒教育カ⦎省でも研修。） 

շ SS国内研修（ඵ重山ㅖᓥ、රᗜ県㇏ᒸ市、東京ᾏὒ大、㜰大等７ᅇ実施） 

ո 地域小学生へのⓎ信事業「奈良学ሿ」の実施（年２ᅇ実施） 

   

㹑㹑国内研修（ඵ重山ㅖᓥ）      ᾏእࢧイ࢚ンス研修（グ࢚ンシࣗ高校との஺ὶ） 

 

（５）登美ヶ丘キャンパス（奈良学園幼稚園・小学校、奈良学園登美ヶ丘中学

校・高等学校） ̿繋がる学びと教育力̿ 

 

平成 30 年度は、幼稚園において新園長を㏄え、๓年度に╔任した小学校校長、

さらに中高校長（教育総ᣓ監兼務）と共に、校✀間及び PP・P・M・Y課程間の㐃ᦠ
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をᙉ化した。 

平成 30 年度における教育の特Ⰽとしては、幼稚園では新教育要㡿の全面実施に

కい、教員各⮬がその㊃᪨を理解し、互いの共通理解を図りながら、主体ⓗな遊び

非認▱⬟力を育てるための環࡝ពḧ・⢓りᙉさ・༠ㄪ性なࡸ生活を通してዲወᚰࡸ

ቃᵓ成ࡸ援助のᕤ夫にດめた。小学校では、新学⩦ᣦᑟ要㡿の移行期間の中で、学

⩦の個ู᭱㐺化ࡸ「特ูの教科道ᚨ」のᣦᑟ及び評౯に取り組んࡔ。中学校・高等

学校では、新学⩦ᣦᑟ要㡿についての理解を深めながら、次年度中学校での道ᚨに

ついてのᣦᑟ計画、高校での高大᥋⥆改革に向けての対応に取り組んࡔ。 

␗学㱋஺ὶ活動においては、౛年ྠ様、ス࣏ーࢶ行事ࡸ文化行事な࡝で幼小㐃

ᦠ・小中㐃ᦠ、さらには幼稚園から高校生までの㐃ᦠを行った。国際஺ὶ活動にお

いては、小学校でのハ࣡イへのᐟἩ学⩦、中学高校でのእ国の学校生徒との஺ὶ活

動、高校での࢜ーストラリ࢔ㄒ学研修を実施した。体験学⩦・キャリ࢔教育活動に

おいては、それࡒれの校✀でのᐟἩ行事・社会ぢ学・地域ㄪ査な࡝の実施を通して、

児童生徒のព識向上を図った。 

平成 30年度の特に大きな取り組みとしては、開校 10࿘年に関わる行事を実施し

たことである。10月のྜྠ㐠動会では、10࿘年にࡕなん₇ࡔᢏをᑟ入すると共に、

幼小中高共通のスクー࣐ࣝスࢵࢥト「なとみん」をᢨ㟢し、子࡝もたࡕの㐃ᖏឤを

生ࡴことができた。また、11 月にはグᛕᘧ典を実施し、中高生及び保護者と 10࿘

年を⚃うと共に、2015 年にࣀーࣝ࣋生理学㈹・医学㈹を受㈹された大村智ඛ生を

おᣍきし、「⚾の歩んできた道」というテー࣐で講₇をいたࡔいた。 

 

  

         

 

 

  

ྜྠ㐠動会での選手ᐉㄋ 10࿘年グᛕᘧ典での大村ඛ生 
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（６）奈良文化幼稚園  

̿「わんぱくの森」プロジェクト～遊びをとおして元気！未来行～̿ 

 

平成 27年度に 4年計画で「わんぱくの森プロジェクト」を立ࡕ上ࡆ、本年度がその᏶成

年度となった。「子࡝もらしく生きる」ことが㞴しい時代ࡔからこそ、「遊びこそ学び」と

いう教育᪉㔪は深く、実㊶する࢕ࣇーࣝドとして「わんぱくの森」の整備を進めた。 

今年度は、表土の入れ᭰え、「わんぱくの森」のそれࡒれのࢰーンを繋ࡂ、「わんぱくの

森」全体のᅇ遊性を高めることをめࡊした。 

 4年間の取り組みを᣺り㏉ったとき、今年度Ꮀしい成ᯝがぢられた。 

ձ 土踏まࡎ 100㸣成形͐3年間「わんぱくの森」で遊んࡔ 5ṓ児の卒園時の㊊ᆺスタンプ

より、明らかである。（2004年ㄪ査で土踏まࡎ形成されている 5ṓ児 46㸣） 

ղ ࣂランスと㌟のこなしの良さ͐体力 定⤖ᯝより୔夫な体ᖿの育ࡕをឤじる。 

ճ ឤᰁ⑕による学⣭閉㙐は 0学⣭͐ண㜵と対策を࡝の年度もྠ様に行っているが、今年度

はイン࢚ࣝࣇンࢨ㆙報が出た中、ឤᰁがᗈがらなかった。 

մ 100㸣の園児がእ遊びを選ᢥ͐体ㄪ、ኳೃ୙良のとき以እ、⮬⏤遊びは「わんぱくの森」

で遊んでいる。እ遊び時間が増ຍした。 

յ 遊び᪉の変化͐大人を㢗らない、立体ⓗな遊びのᒎ開、᝟⥴の安定等、以๓の遊び᪉か

ら変化した。 

ն ᐙᗞと園の༠ാ体制のᵓ⠏͐⥔ᣢ⟶理、ཧ画作業を共にし、「わんぱくの森」での子࡝

ものጼが共通の႐びとなった。理解が深まった。 

 以上のように、子࡝もの体力、ពḧ、᝟⥴面で㢧ⴭなຠᯝが現れた。また、子࡝もの

育ࡕを教職員ྠ士、また保護者とㄒり、「共ឤしあい、手をつなྜࡂう」༠ാ体制を⠏

きጞめられたことは大きな成ᯝである。今後も、園ᗞ文化をみんなで⣳いでいきたい。 

 このような本園での特Ⰽある取り組みに対し、園ぢ学にゼれる親子も増え、中国᫴中

市ൂ㐃ゼ日どᐹᅋも来園し、社会ⓗな関ᚰ度の高さを実ឤした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロープ橋をつくる大人とぢᏲる子࡝も㐩       子࡝も㐩と共に成長する「わんぱくの森」 
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２．設置校の主な事業と進捗状況 

（１）奈良学園大学 

ձ 教育活動 

人間教育学部は、චチ法及び施行つ則の改正にకい、平成 （࢔ 31 年 4 月 1 日

より新教職課程が開ጞすることとなるため、平成 30 年 4 月 1 日までに認

定・ᣦ定を受けた教職課程については、改めて平成 30 年度中に認定・ᣦ

定を受けるᚲ要があることとなり、෌課程⏦請を᏶஢した。 

イ） 保健医療学部は、理学療法学専攻と作業療法学専攻でᵓ成されたリハビリ

テーション学科の設置⏦請が 8月 31日付けで認可された。 

ウ） 教員᥇⏝ヨ験対策では、ᘏべ 36 人の㒔道ᗓ県小学校教員᥇⏝ヨ験ྜ᱁者

をᚓた。（᫖年度はᘏべ 21人） 

保健医療学部の国ᐙヨ験のྜ᱁⤖ᯝは、看護師 （࢚ 79 人㸭86人（92㸣）、保健

師 13人㸭16人（81㸣）、助産師 6人㸭6人（100㸣）の⤖ᯝをᚓた。 

ղ 研究活動 

ンラインジャーナࣝ「人間教育」を࢜（࢔ 10 号Ⓨ行した。➨１ᕳ➨ 4 号（平

成 30年 6 月Ⓨ行）では 6 ⠍、➨１ᕳ➨ 5号（平成 30年７月Ⓨ行）では 7

⠍、➨１ᕳ➨ 6 号（平成 30 年 8 月Ⓨ行）では 1 ⠍、➨１ᕳ➨ 7 号（平成

30 年 9 月Ⓨ行）では 7 ⠍、➨１ᕳ➨ 8 号（平成 30 年 10 月Ⓨ行）では 4

⠍、➨１ᕳ➨ 9 号（平成 30 年 11 月Ⓨ行）では 2 ⠍、➨１ᕳ➨ 10 号（平

成 30年 12 月Ⓨ行）では 1⠍、➨ 2 ᕳ➨１号（平成 31年１月Ⓨ行）では 4

⠍、➨ 2ᕳ➨ 2号（平成 31 年 3月Ⓨ行）では 6⠍のㄽ文等をⓎ表した。 

イ）㹄㹂活動では、講₇会、研究会、公開授業、授業改善シート及び授業評౯

ンケートも継⥆実施した。講₇会では、ತ人で平成࢔ 30 年（2018年）ࠗ ᮌ

⡆࠘でㄞ኎文学㈹を受㈹された山口昭⏨Ặをおᣍきして「もののぢ᪉ࡸឤ

じ᪉を㘫える－⚾の「ತྃ人生」－」（9/7）、ࢥーࢳングのプロࢥーࢳで

ある、田῰あ࡙さẶによる、「ࢥーࢳングについて」（3/6）を実施した。

学部実施の研究会は、人間教育学部は、講⩏ᆺ授業と AL ᆺ授業の比㍑によ

る学生཯応及び授業ຠᯝの考ᐹ」と㢟し、教育ᚰ理学 A（ᒸ村ඛ生）の授業を

ཧほし、ᒸ村ඛ生・山田明ඛ生・松井ඛ生が報告を実施し（8/3）、それを受

けて、「一ᩧ講⩏ᆺ授業における AL の౯್」というテー࣐でグࣝープ࢕ࢹス

ションを実施した（1/11）。保健医療学部は、「実⩦における教育に関すࢵ࢝

る FD 研修会プログラ࣒の作成」というテー࣐で、グࣝープウㄽ会を実施し

（8/1）、さらに「ࢥーࢳングの手法を学ࡪ」をテー࣐にグࣝープ࣡ークを実

施した（3/6）。 

ウ）科学研究㈝については、22 ௳（内、研究代表 6 ௳）が᥇⏝された。(᫖年

度 27௳(内、研究代表 9௳)) 
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ճ 学生支援 

新入生学እᐟἩ研修を、人間教育学部は（࢔ 4 月 5・6 日に実施し（ཧຍ 134

人、Ḟᖍ 1人、㏵中ᖐᏯ 1人）、保健医療学部は 4月 6日・7日に実施した

（ཧຍ 87 人、Ḟᖍ 1人、㏵中ᖐᏯ 1人）。 

イ）⫈ぬ㞀がいをᣢつ学生への支援では、ࢳー࣒支援会議を組⧊し、๓期から

授業ཧほを行い、ࣀートテイクを行う授業科目を選定して、奈良県⫈ぬ㞀

ᐖ者支援センターと㹒㸿学生（教員⿵助ᚲ㡲）により研修と支援を行った。

また、新たに「㡢ኌ認識ᶵჾ（UDトーク）」をᑟ入した。 

մ キャリ࢔支援  

人間教育学部は、進学等でᑵ職をᕼᮃしなかった（࢔ 5名を除く卒業生全体の

ᑵ職率は 100㸣。保健医療学部は、国ᐙヨ験ྜ᱁者のᑵ職率は 100㸣とな

った。 

イ）三郷キャンパスでは、人間教育学部の教員ᕼᮃ学生に対し、各⮬治体のồ

める教員ീをᇶに教員᥇⏝ヨ験（➹グ・面᥋・ᶍᨃ授業等）についての個

ู┦ㄯ・ᣦᑟを行った。また、Ẹ間௻業ᑵ職ᕼᮃ学生に対しも、個ู┦ㄯ、

᝟報ᥦ౪を㐺ษに行った。登美ヶ丘キャンパスでは、保健医療学部のᑵ職

ᕼᮃ学生に個ูᣦᑟ・᝟報ᥦ౪等を行った。また、㐣年度生に対しても現

役生とྠ様にᑵ職ᣦᑟを行った。 

ウ）資᱁ヨ験講ᗙでは、三郷キャンパスにおいて、⛎書ᢏ⬟᳨定 2 ⣭・3 ⣭と

ビジࢿス文書᳨定 3 ⣭等の講ᗙを開講した。登美ヶ丘キャンパスでは、小

ㄽ文対策講ᗙ・公務員対策講ᗙ等を設け、学生の可⬟性拡大にດめている。 

յ 社会㐃ᦠ・地域貢献 

を「ジࢵࣞ࢝ࣝ࣋リー」ᑎ町と共ദの⋥ （࢔ 3 ᅇ開ദし、ᘏべ 369 人のཧຍ

をᚓた。「登美ヶ丘ࢵࣞ࢝ジ」は 2 ᅇ開ദし、ᘏべ 60 人の受講であった。 

イ）けいはんな学研㒔市 6大学㐃ᦠ「市Ẹ公開講ᗙ 2018」は、関す文化学⾡研

究㒔市（けいはんな学研㒔市）に立地している 6大学（奈良ඛ➃科学ᢏ⾡

大学院大学、ྠ志社大学、ྠ志社女子大学、大㜰㟁気通信大学、関すእ国

ㄒ大学、大㜰国際大学）の共ྠ௻画であるが、本年度は、奈良ඛ➃科学ᢏ

⾡大学院大学、ྠ志社大学、ྠ志社女子大学、大㜰㟁気通信大学、京㒔ᗓ

立大学、奈良学園大学のᵓ成により国立国会図書㤋関す㤋で開ദされた。

本学は「ࢧイࣂー・࣐インドࢿࣝࣇス(▂᝿)～ࣂイ࢕ࣇ࢜ードࢵࣂクの応

⏝～」と㢟し、奈良学園大学大学院看護学研究科 ㎷下Ᏺᘯ教授による講

ᗙをᥦ౪した。受講者は⣙ 160 人と┒況であった。 

ウ）三郷町で⤖成された、（産）三郷町ၟᕤ会、（ᐁ）三郷町役場、（学）奈良

学園大学の 3ᅋ体と、（学）奈良県立す和Ύ㝠高等学校、（学）ハートラン

ドしࡂさん看護専門学校の准ᅋ体 2校とでᵓ成する「三郷町産ᐁ学地域活
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性化㐃⤡༠議会」では、その一員として各ᅋ体と㐃ᦠし、事業をᒎ開した。

本年度は、「町Ẹ文化⚍出ᒎ」「イࣝミࢿーション事業」「ま࡙ࡕくり事業」

と 3事業を実施した。 

、ント、୐ኤ⚍り࣋ントを継⥆実施した。おⰼぢイ࣋大学キャンパス開ᨺイ（࢚

ኟఇみⰼⅆイ࣋ント、学生࣎ランテࢧ࢔࢕ークࣝによるクリス࣐スイ࣋ン

トでは、地域のከくの᪉々のཧຍをᚓた。なお、11月 4日に開ദした学生

᭷志「もࡕつき大会」イ࣋ントでは、⢄ᤥき・田植え・✄สりと学生⮬㌟

が育てた㣰⡿を 35ᇶの⮻でつく௻画で、地域の᪉々700人以上の᪉々が集

まった。 

ᣦᑟ（全࢔࢕ランテ࣎ࣈクスクラࢵ࢕スࣞテ࢔奈良重ᚰ道（࢜ 15 ᅇ・信貴山

グラウンド）、三郷北小学校࣐ラࢯン大会࣎ランテ࢔࢕（平成 30年 12月 2

日）、奈良࣐ラࢯン࣎ランテ࢔࢕（平成 30年 12月 8日、9日)、⋤ᑎ町「和」

ン大会（平成ࢯラ࣐ 30 年 12 月 23 日）、➨ 71 ᅇ金๛葛城山下一࿘㥐伝大

会（平成 30年 2月 3日)、㱟田古道整備・Ύᤲ࣎ランテ࢔࢕（平成 31 年 2

月 11 日)、三郷町 大和川クリーンキャンペーン（平成 31 年 3 月 3 日)で

 。活動を行った࢔࢕ランテ࣎

平成（࢝ 30 年 8 月 18日（土）4 ᅇ目となる奈良学園大学シン࣏ジウ࣒を開ദ

した。「人生 100 年時代－健ᗣなᚰと体とは－」をテー࣐にし、ᇶㄪ講₇

にᰂ道ᐙの野村ᛅᏹẶをᣍいた。また、パ࢕ࢹࣝࢿスࢵ࢝ションは、野村

ᛅᏹẶ、ᓊ田ࢁࡦ美Ặ（日本ࣘࣂࢽー࣐ࣝࢧナー༠会理事・ᰴᘧ会社ミラ

イロ講師）、本学リハビリテーション学科学科長の㎷下Ᏺᘯ、保健医療学

部教授のᰘ田政ᙪをຍえて実施した。ཧຍ人数は、大学関係者を含めて、

ྜ計 449人であった。 

ն 国際஺ὶ 

཭ዲ༠定⥾⤖校から特ู⫈講␃学生として⸽ᕞ科ᢏ大学（࢔ 11 人、㯮㱟Ụ東

᪉学院 5人、長Ụ大学 9人(内༙期 2人)、三ᓙ大学 4人（༙期）、計 29人

を受け入れた。また、ኟᏘ短期研修␃学生としてྎ‴ᒊ東科ᢏ大学 5 人、

㟷ᓥ理ᕤ大学 5 人、三ᓙ大学 4 人、長Ụ大学 1 名、⸽ᕞ科ᢏ大学 11 人、

ン大学ࢥ࣓・࢔ジ࣎ン࢝ 2人、㤶 城市大学専上学院 10人、ࢲナン大学 2

人、計 40人を受け入れた。 

イ）㟷ᓥ理ᕤ大学（中国㟷ᓥ市）へ 6 人（人間教育学部 3 人、保健医療学部 3

人）をㄒ学研修␃学（10日間）にὴ㐵した。 

ウ）東࢔ジ࢔文化஺ὶ研修（2 Ἡ 3 日）には、東ள大学校（㡑国㔩山市）の༠

力を受けて本学の学生 5 人（人間教育学部 5 人）及び特ู⫈講生 27 名を

ὴ㐵した。 

ジ࣎ン࢝）ン大学ࢥ࣓・࢔ジ࣎ン࢝、短期研修（11日間）では࢔ジ࣎ン࢝（࢚
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の༠力を受けて本学の学生（࢔ 7人（人間教育学部）がཧຍした。 

ᓥㄒ学研修に本学の学生ࣈン・セࣆリ࢕ࣇ（࢜ 6人（人間教育学部）がཧຍし

た。（人間教育学部主ദ） 

շ ス࣏ーࢶ᣺⯆ 

➨ᘧ野⌫部は、᫓Ꮨリーグᡓでඃ勝し◳（࢔ 67 ᅇ全日本大学野⌫選手ᶒ大会

出場。1 ᅇᡓは立࿨㤋大学と対ᡓし 3-4 でᩋ退。⛅Ꮨリーグᡓは 4 位に⤊

わった。 

プロ野⌫ドラࣇト選手選ᢥ会議で⡿‶ฑ（内野手）が志ᮃᒆをᥦ出したが、

NPBよりᣦ名は無く北ᾏ道࢞スへ入社することになった。 

イ）࣐ーࢳングࣂンド部は、出₇テー࣐「Something Weird Plan Z」で➨ 40

ᅇ࣐ーࢳングࣂンド関す大会に出場し、一⯡の部で金㈹を受㈹、全国大会

への出場ᶒをᚓた。「➨ 46 ᅇ࣐ーࢳングࣂンド全国大会」（さいたまスー

パー࢔リーナ）一⯡の部では、7位となり 3年㐃⥆で㖟㈹を受㈹した。 

ウ）女子ࣂスケࢵト࣎ーࣝ部は、リーグᡓの⤖ᯝが᭱⤊順位 4位となり、➨ 70

ᅇ全日本大学ࣂスケࢵト࣎ーࣝ選手ᶒ大会出場ᶒを⋓ᚓ。ึ ᡓで日本経済

大学と対ᡓし 68-75でᝰᩋした。 

ո 環ቃ整備 

三郷キャンパスグラウンド校地の一部を㈚୚していた三郷町立三郷中学校（࢔

は新校⯋が᏶成し、ᙜึのண定通り平成 31 年 3 月末で退ཤすることとな

った。6 月末を目ฎに、元通りのグラウンドに᚟旧されることとなってい

る。 

չ 学生募集 

の学生募集に注力した。高校等の教員に「保健医療学部」「人間教育学部」（࢔

対して、県内・㏆␥ᅪを中ᚰにᘏべ 2,090校の高校ゼၥ、ᘏべ 2,471校の

ሿ・ண備校ゼၥを行い、学部教育に対する理解の深化を図った。また、受

験生に対しては、会場࢞イࢲンス 91 会場、校内࢞イࢲンス（ᶍᨃ授業等）

239 校にཧຍし、ㄝ明を行った。また、࢜ープンキャンパスは人間教育学

部人間教育学科、保健医療学部看護学科は 5ᅇ、保健医療学部リハビリテ

ーション学科は 7 ᅇ開ദし、ᘏべ 743人（内ヂ㸸人間教育学部 245 人・保

健医療学部 498人）の高校生のཧຍをᚓて、本学の特長を伝えた。࢜ープ

ンキャンパス全ཧຍ者は、1,147 人（内ヂ㸸人間教育学部 369 人・保健医

療学部 778 人）であった。 

イ）人間教育学部は、志㢪者数が 442 人で、150 人の新入生を㏄えることとな

った。また、⦅入学生は 6人であった。 

ウ）保健医療学部は、志㢪者数が 1,240 人で、139 人の新入生を㏄えることと

なった。学科ูでは、看護学科は志㢪者数が 1,065人で、88人の入学、リ
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ハビリテーション学科は志㢪者数が 175人で、51人の入学となった。また、

看護学科への⦅入学生は 1 人、大学院看護学研究科は、4 人の新入生を㏄

えることとなった。 

 

（２）奈良学園大学奈良文化女子短期大学部 

̿ 教学報告 ̿ 

本短期大学部は、平成 30年度をもって開学以来 54年の歴史を閉じた。登美ケ丘キャ 

ンパスに移転してからの 10 年間は、幼児教育一➽に力を注いできた。᭱ ⤊年度にあたり、 

短期大学部幼児教育学科の教育について、目ᶆを定め一⮴して取組んできた取り組みと 

その成ᯝを教員全員によってまとめ、「教学報告」を作成した。 

この報告では、建学の⢭⚄、3࣏リシーからጞまり FD活動、各✀授業内እでの取組み、 

実⩦での評౯、ᑵ職ඛからの評౯まで、ከ様な࢔ンケート⤖ᯝを踏まえて総ᣓを行い、 

取組の成ᯝが明らかになるように図表を、学生の生のጼがぢえるように෗真をከく⏝い 

た。♧されたල体ⓗな取り組みとそれらの⤖ᯝから、学生の状況、成長のጼがぢて取れ 

る。 

本✏では教育の᭱⤊成ᯝ考えられるᑵ職ඛからの評౯を♧すことにする。なお、評౯ 

は᫖年度卒業生までのものであり、今年度᭱後の卒業生のศは含まれていない。 

ㄪ査は毎年 10～11月に、新卒者の保育・幼児教育関係ᑵ職ඛに対して࢔ンケートを౫㢗

している。㉁ၥ内容は、「保育者としてのጼໃについて」「保育の実㊶力について」「職場

でのࢥミࣗࢽケーションについて」「本学卒業生の勤務状況について」「本学卒業生の総

ྜⓗな評౯について」の大㡯目の下に全部で 28の小㡯目があり、各㡯目について「よく

できている４」から「࡯とん࡝できていない１」までの４ẁ㝵評౯でᅇ⟅してもらった。 

平成 23年度～29年度までの個人の評౯Ⅼの総平ᆒは下ᕥ図のとおりで、㏆年大きなఙ

びを♧している。また卒業生の総ྜⓗな評౯では、‶㊊度とᑗ来性において、㏆年高い評

౯をᚓていて、様々な᪉策の中で教職員が一⮴して取り組んࡔ成ᯝと考える。 
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̿奈良市地域子育て支援ᣐⅬ事業̿ 

本学が㐠営してきた地域の子育て支援ᣐⅬ「奈良市つ࡝いのᗈ場ࡪんタン」は、本年度

で⤊஢する。下のᕥ図に♧すように利⏝者数のከさからも、このᗈ場は親子が気㍍に集い、

子育てについてヰしたり学んࡔりして安ᚰして㐣ごࡏる地域の支援ᣐⅬとなっていたこと

がわかる。また、毎年、ẕ親ࡸ地域のࢽーࢬを☜認しながら実施内容な࡝を計画し、内容

を充実さࡏながらᗈ場作りを行ってきた成ᯝと考える。なお、公ⓗᶵ関への┦ㄯ㐃ᦠにつ

いては、スタࣇࢵと教員が┦ㄯしながら、事౛によっては本学の┦ㄯᐊࡔけでなく奈良市

健ᗣ増進課ࡸこ࡝もⓎ㐩センター等につないでいけるように進めた。 

学生のཧຍについては、教員の༠力のもと実⩦関㐃授業でのཧຍࡸ学生の積ᴟⓗな⮬主

ཧຍをಁしてきた。30 年度に 2 ᅇ生及び 3 ᅇ生に実施した࢔ンケートでは、下のྑ図に♧

すように、実⩦๓に比べてⓎ表することࡸ環ቃᵓ成に関ᚰが向けられるようになっている

ことがわかる。また、グ㏙㡯目では「㌟㏆に保育ࡸ子育てについて考える場があることで

現場を実ឤでき、学ࡪことがከかった」等のឤ᝿があった。ࡕびっこᗈ場には、4つのࢮミ

からཧຍしたが、学⩦成ᯝをⓎ表する場としてのࢮミ生のⓎ表は、ங幼児にもᴦしんでも

らえるように年々内容がᕤ夫され、学生の表現力が向上した。学生が保育者を目ᣦしてᴦ

しく一生ᠱ࿨表現するጼには保護者もዲពⓗであった。ᗈ場へのཧຍが、学生の実⩦ࡸ進

㊰選ᢥにも大きく役立ったとゝえる。 

「親と子の┦ㄯᐊࡦまわり」は、つ࡝いのᗈ場にే設して行われ、本学の特Ⰽでもあっ

た。来年度は、Ỉ᭙日に開ᐊするண定である。奈良市等の行政ᶵ関ࡸ医療ᶵ関との㐃ᦠも

継⥆しており、対応可⬟な௳数には㝈りがあるが、ᘬき⥆き「奈良学園大学」の地域貢献

事業としての役๭をᯝたしていくことになる。 
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子࡝もに対する⯆࿡ࡸឡ᝟がᙉくなった 

子࡝もと関わったり、ヰしたりすること

への᢬ᢠがなくなった 

子࡝もの๓でⓎ表することへの᢬ᢠឤが

ῶり、⮬信がᣢてるようになった 

教材ࡸ遊ලな࡝の環ቃについて⯆࿡がᙉ

くなった 

Ⓨ㐩ࡸ成長な࡝についてより▱りたいと

ᛮうようになった 

その௚ 

29年度（実習前に調査） 30年度 
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（３）奈良文化高等学校 

  ձ教育活動 

国立教育政策研究所による教育課程研究ᣦ定校事業のᣦ定を受け、教科「看護」（࢔   

にかかわる研究を行った。 

イ）Wi-Fi環ቃを⏝いた᝟報ᶵჾの拡充にకうࢵࢿト࣡ークの෌ᵓ⠏を実施し、iPad

を౑った᝟報の授業ࡸⱥㄒ学⩦法な࡝᝟報➃末ᶵを積ᴟⓗに活⏝し教育ຠᯝを

高めた。 

   ウ）㣗文化ࢥースの専門教育については、ㄪ理実⩦を年間 20ᅇ実施し、プロのシェ

を講師にᣍき特ู授業もࣇ 5 ᅇ行った。また、㣗育ᣦᑟ士のᣦᑟによる࿡ჯ作

りࢥࡸンࢽャク࡙くり体験、㓗㎰体験な࡝の࢕ࣇーࣝド࣡ークࡸ㣗育に関わる

出๓授業を実施した。 

衛生看護科、衛生看護専攻科においては、Web᝟報等を活⏝し、ຠᯝⓗな国ヨ等（࢚

の対策を行った。看護師ヨ験は 100%のྜ᱁には⮳らなかったが、准看護師ヨ験

は 100%のྜ᱁率であった。 

高】࣒ᐁẸ༠ാ開学␃学支援制度～トビタテ！␃学㹈㸿Ｐ㸿㹌日本代表プログラ（࢜

校生ࢥース】のプロࣇェࢵショナࣝศ野に 9 名の学生が᥇⏝決定され、7 月 26

日から１ヶ月間、࢝ナࢲの Niagara Collegeでの看護専門研修にཧຍした。 

 

  ղ生徒等支援 

 （ウンセラー等࢝スクーࣝ）教育┦ㄯ体制に関すること（࢔   

     ・毎㐌 5ᅇ、2名のスクーࣝ࢝ウンセラーが஺互に来校して、生徒・保護者は໚

ㄽ、教員にもさまࡊまなᝎみについて࢝ウンセリングを行っている。 

イ）高等学校生徒ᑵ学支援に関すること 

・ᐙ計ᛴ変によりᑵ学の継⥆がᅔ㞴となった場ྜの支援については、学園ᑵ学

支援つ程にᇶ࡙く支援体制がある。 

   ウ）生徒等に対する表ᙲ等 

     ・新体᧯部、ࣂスケࢵト࣎ーࣝ部、ࣞࣂー࣎ーࣝ部、ࣇࢯト࣎ーࣝ部、ᑡᯘᑎ

ᣙ法部がそれࡒれ全国大会に出場し活㌍した。 

・ス࣏ーࢶでඃ秀な成⦼を収めたࣂスケࢵト࣎ーࣝ部員 3名と新体᧯部員 1名、

計 4名に奈良文化ᰤ㄃㈹が㉗られた。 

  ճ社会㐃ᦠ・地域貢献 

 ・全校生徒による通学㊰࿘㎶のΎᤲ活動を実施した。 

     ・「がん᳨デを受けよう！奈良県Ẹ会議」⾤頭ၨⓎ活動に衛生看護専攻科がཧຍ

し、県Ẹへの࿧び᥃けとၨⓎグࢬࢵの㓄ᕸを行なった。 

・奈良県大ⱁ⾡⚍の一環として、⸨原京㊧を会場に二日間にわたって開ദされ

た 「୓ⴥᾉₔ」の㐠営࣎ランテ࢔࢕スタࣇࢵとして本校生がከ数ཧຍした。 
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・奈良⇠ⰼ会ࢵ࢓ࣇションショーにࣔࡸࣝࢹ᧜ᙳ・↷明スタࣇࢵとして、本校

生徒がከ数ཧຍした。 

・␜㯞ᑎ࿘㎶を中ᚰに開ദされたࠗࡺめࣇェスタ in葛城࠘にⲔ道部と㣗文化ࢥ

ース生がཧຍし、地域との㐃ᦠを深めた。 

・葛城市ᑎ口地༊と༠力し収✭した᱓のⴥを「᱓ጲ作業所」にて⢊末ຍᕤし、

᱓⢊を౑ったⳫ子作りを通して地域との㐃ᦠを行った。 

     ・ᑎ口࢓ࣇー࣒との地域㐃ᦠでㄌ生した本校生徒の「᱓ጲ」㐩が葛城市ࡸ大和

高田市の各イ࣋ント会場において᱓パン・᱓Ⲕの㈍኎を行った。 

・地域の活性化へのཧ画を目ⓗに、産学㐃ᦠ༠定を⥾⤖しているᰴᘧ会社道の

㥐葛城内の࢛ࣞࣇストࣇ࢝ェ等で職業体験を実施した。 

      

  մ環ቃ整備 

     ・施設整備については、校⯋、ᑅのセキࣗリテ࢕ーを含め、設備の⥔ᣢ⟶理に

ດめている。本年度、高校体育㤋に✵ㄪ設備を新たにᑟ入したことにより、

利⏝者数も増え、地域の᪉からもዲ評をᚓた。 

・キャンパス内の環ቃ整備については、本年度も卒業生が卒業グᛕ植ᶞをし、

୓ⴥ集な࡝にャまれたⲡⰼがキャンパス内に次々に植えられて来ている。 

     ・ྜᐟ施設については、4月にス࣏ーࢶ特進ࢥースの生徒を対㇟にリーࢲーࢬ研

修を本年度も実施した。またከくのクラࣈで長期ఇᬤ等を利⏝したྜᐟを行

い実力養成にຠᯝを上ࡆた。さらに、8月と 3月には今年度も特進ࢥースの生

徒を中ᚰに「ຮᙉྜᐟ」を実施し、受験に備え「⮬学⮬⩦」の⩦័とຠᯝⓗ

な学⩦法を㌟に付けることができた。 

・⮬↛を活⏝した教育活動にかかわって、「平成 30 年度学校環ቃ⥳化ࢥンクー

ࣝ」(奈良県)でඃ秀校に選ばれた。本校は奈良県▱事の᥎⸀で「平成 30年度

全日本学校環ቃ⥳化ࢥンクーࣝ」に࢚ントリーされ、準特選（国土⥳化᥎進

ᶵᵓ会長㈹）に選ばれた。 

 

  յ生徒等募集 

・受験生ࡸ保護者に本校の࣓リࢵトをッồできるようᕤ夫をこらした、生徒が

ཧ画した「学校᱌内」を作成した。また、ู෉（イン࣓࢛ࣇーションࢵࣈク）

では㣗育、進㊰、学㈝等の内容をヲ⣽に紹介し、ᗈ⠊ᅖにᣢཧまたは送付し、

親ษ丁ᑀな募集活動を実施した。 

     ・本年度も㏆␥各ᗓ県のᗈ域地域にもᗈ報活動をᒎ開した。また、受験地域も

ᗈがりをみࡏ、認▱度もᾐ㏱してきた。 

・特ᚅ制度を含めた各ዡ学金制度及び奈良県㍍ῶ⿵助金のㄝ明をຍえるな࡝、

経済ⓗな支援を実施することができた。 
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（４）奈良学園中学校・高等学校  

ձ 教育活動 

 事業(ンスハイスクー࢚ࣝイࢧスーパー)SSH（࢔

平成30年４月１日、➨１期SSHに⥆いて、➨２期SSHにᣦ定された。本年度

は、➨２期ᣦ定の１年目にあたり、新たな計画にᇶ࡙いて、課㢟研究、環

ቃ科学研修、学እの大学等でのࢧイ࢚ンス研修、国内研修、大学のඛ生等

に来校していたࡔいてのSS出๓講⩏・SS公開講ᗙ、㹑㹑Ⓨᒎࢥース生によ

る࣋トナ࣒ᾏእࢧイ࢚ンス研修な࡝を実施し、２月には公開Ⓨ表会を開ദ

した。 

また、スーパーࢧイ࢚ンスハイスクーࣝ生徒研究Ⓨ表会で「࣏スターⓎ

表㈹」を、➨４ᅇ全国ࣘース環ቃ活動Ⓨ表大会㏆␥大会では「ඃ秀㈹」を

受㈹し、さらに、日本森ᯘ学会高校生࣏スターⓎ表において「ዡບ㈹」を

受㈹した。 

イ）中学校卒業ㄽ文 

   ⮬ら課㢟をⓎぢする力ࡸᛮ考力、表現力をᇵうことを目ᶆに、中学３年

生一人一人が１年間かけて卒業ㄽ文を作成している。中高の全教員が１人

ᙜたり生徒３名程度をᢸᙜして助ゝ等を行いながら生徒のㄽ文作成をࢧ

 。ートしている࣏

ウ）医進ࢥースと進㊰ᣦᑟ 

医進ࢥースの8期生が卒業した。国公立大の医学部（医）には、現ᾉྜ

わࡏて15人、ṑ学部に2人、⋇医学部に3人がྜ᱁。⚾立大医学部（医）に

は27人がྜ᱁した。また、東大へ2人、京大へ8人、㜰大へ12人、⚄大へ11

人がྜ᱁した。 

 国際஺ὶ（࢚

国際理解教育として、高校１年生のᕼᮃ者40人が࢜ーストラリ࢔でのᾏ

እ短期研修プログラ࣒にཧຍした。ኟ期ఇᬤ中の二㐌間、ࣞࢹ࢔ード㏆㑹

の学校での研修、࣍ー࣒ステイな࡝␗文化体験とⱥㄒ研修をする良きᶵ会

となった。  

ղ 生徒等支援 

࢝ートしている。スクー࣏ࣝࢧ日常ⓗにはᢸ任が᠓ษにᣦᑟし、生徒を（࢔

ウンセラー（⮫ᗋᚰ理士）は、毎㐌Ỉ᭙日に全日、学校で生徒、保護者

の࢝ウンセリングにᙜたっており、信㢗されている。 

また、ᐙ計ᛴ変の高校生に対しては、授業ᩱච除の制度もある。  

ճ 社会㐃ᦠ・地域貢献 

地域との㐃ᦠとして、市Ẹ向け公開講ᗙ「奈良学ሿ」を2ᅇ実施した。1（࢔

ᅇ目は、7月に小学生と保護者をᣍᚅし、㔛山での᪻⹸᥇取等の研修、2
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ᅇ目は2月に、化学実験講ᗙを実施した。 

また、生徒会が中ᚰとなり、通学㊰のΎᤲ活動を行っており、地域からዲ

評をᚓている。 

մ 環ቃ整備 

 校地内の㔛山を年次計画で整備してきた。施設設備については、校⯋が1（࢔

年๓に新⠏され、᏶備した状ែである。➨一体育㤋（2㝵建て、✵ㄪ᏶備）、 

➨二体育㤋、㟷㞼㤋（Ṋ道場、༟⌫場）、テࢽスࢥート（5面）、人ᕤⰪの 

 ー場、グラウンドがあり、教育環ቃは充実している。また、᫖年度よ࢝ࢵࢧ

り3年計画で、普通教ᐊに順次࢔クセス࣏イントࡸプロジェクタを設置する 

な࡝、㹇㹒教育設備の充実に取り組んでいる。 

յ 生徒募集 

 を࡝学校ㄝ明会の実施、学校እでのㄝ明会へのཧຍ、ሿ等へのゼၥ活動な（࢔

⢭力ⓗに実施した。 

中学は、160人定員に対して志㢪者がのべ858人（᫖年769人）で、178人（᫖ 

年153人）が入学した。一᪉、高校は、40人定員に対して志㢪者は369人（᫖ 

年416人）で、入学者は22人（᫖年20人）となった。ྜ᱁者数をࡸࡸ⤠った 

こと、本校とే㢪がከい奈良県立高校の入ヨ➇தಸ率がపかったことが要ᅉ 

として考えられ、᫖年に⥆いて課㢟のṧる⤖ᯝとなった。 

 

（５）奈良学園幼稚園・小学校、奈良学園登美ヶ丘中学校・高等学校 

ձ 教育活動 

ご組ࡕ幼稚園では、「2ṓ児保育ࠗい（࢔ 」࠘を継⥆した（入会 45人）。ᗈ報イ

がこの入会者、さらには幼稚「࣒2ṓ児わくわくࣝー」ントの体験教ᐊ࣋

園への入園者につながっている。園全体で取り組んでいる࣐ーࢳング活動

については、今年度で⤊஢する「短大ࣇェステࣝࣂ࢕」にཧຍした。園児

の体力向上を図るため、ᚑ来のス࣏ーࢶ教ᐊࡸỈὋ教ᐊ、࢝ࢵࢧー教ᐊ、

さらに体育ᣦᑟ教員による「うきうきタイ࣒（朝の 10ศ間体育遊び）」を

継⥆した。㡸かり保育では、᫖年度ྠ様、ኟ期・෤期・᫓期ఇ業中におい

て実施した。 

イ）小学校では、理科のኳ体ほ 会（4～6年）、国ㄒ・社会のࣔンࣝࢦ体験教

ᐊ（2年）、ྜྷ野⣬ⁿき（4 年）・᫓日大社ᐑ司（3年）による地域の᪉によ

る講₇、体育の親子で取り組ࡴ体࡙くり（1～4年）の࡯か、各学年でのᐟ

Ἡ学⩦等の体験学⩦も順ㄪに実施することができた。また、௻業と㐃ᦠし

たࢧイ࢚ンス教ᐊ（関㟁保安༠会等）ࡸプログラミング教育に取り組ࡴこ
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とができた。 

ウ）中高では、高校各学年での長期ఇᬤ中の充実講ᗙ（⿵⩦・⿵講）、高 2及

び高 1ᐟἩセミナーを実施した。また、各学年のᐟἩ研修、➨ 7ᅇ目とな

る高 ㄒ学研修を実施した。国際஺ὶ活動については、6࢔ーストラリ࢜2

月に中国の⳹東師⠊大㝃属中学国際科生徒のゼၥ受入、9月には教育㐃ᦠ

༠定を⤖ん࢜ࡔーストラリ࢔からの生徒との஺ὶ活動及び生徒のᐙᗞでの

 。ステイ、1月に⸽ᕞ科ᢏ城እ国ㄒ学校生徒のゼၥ受入を実施した࣒ー࣍

安全教育については、౛年通り（࢚ 1学期に校✀༢位での㜵≢教ᐊ（奈良す㆙

ᐹ⨫）、7月に幼小中高ྜྠⅆ⅏㑊㞴カ⦎（奈良すᾘ㜵⨫）、6月と 7月に教

員対㇟ AEDᩆ࿨ᩆᛴ講⩦、1月にྜྠ地㟈㑊㞴カ⦎な࡝、⅏ᐖ等に対する

安全⟶理についての研修ࡸカ⦎を実施した。 

ղ 生徒等支援 

㐌（࢔ 2ᅇのスクーࣝ࢝ウンセラーを㓄置し、教員との┦ㄯ及びᡴྜࡕわࡸࡏ、

保護者ࡸ生徒との定期ⓗな┦ㄯを行った。ຍえて、小学校において、月 1

ᅇ⮫ᗋᚰ理士をᣍいての児童の実ែᢕᥱ࢝ࡸウンセリングを実施すると共

に、専門医による支援のための࢔ドࣂイスをいたࡔくᶵ会を設けた。 

ճ 社会㐃ᦠ・地域貢献 

毎年のᜏ౛行事として、10（࢔ 月に全校生及び保護者ྜྠの「➨ 10ᅇࡩれあ

いΎᤲ」（地域Ύᤲ）を実施した。 

イ）年間を通じて、本校正門๓での登校ᣦᑟを行い、地域の小中学生ࡸ高校生

の通学の安全について、地域の᪉と༠力しながら取り組んࡔ。 

մ 環ቃ整備 

校内で修理修⧋⟠所がᩓぢされるようになった。園児㺃児童㺃生徒の安全安（࢔

ᚰと教育環ቃの⥔ᣢを➨一に考え、スࣆードឤをᣢって対応した。 

յ 特Ⰽある教育活動 

本校の教育内容の特Ⰽである「15（࢔ 年（12 年）一㈏教育システ࣒」のὶれ

を♧した「3+4-4-4ࣝートࢵ࣐プ」及び「各学年シラࣂス」を᏶成さࡏ、

保護者にᥦ♧した。 

イ）小学校では、個ู᭱㐺化された学⩦として算数で「リ࢔テンࢲントシステ

とりに㐺しࡦをᑟ入し、児童一人「࣒ATR CALL BRIXシステ」ⱥㄒで、「࣒

た教育内容の実㊶に取り組んࡔ。 

ウ）1学期には P（小 1～4）・M（小 5～中 2）・Y（中 3～高 4）ูの体育ⓗ行事、
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2 学期には M・Yᑦ志⚍（文化⚍）、幼小中高ྜྠ㐠動会、PP 㐠動会（P1

生ཧຍ）、3学期には PP・Pᑦ志⚍（学⩦Ⓨ表会）な࡝、年間を通じて␗学

㱋஺ὶ活動に取り組んࡔ。 

国際஺ὶ活動として、5月に㹋2（小（࢚ 6）ハ࣡イᐟἩ学⩦、6 月に Y3（高 2）

ㄒ学研修の継⥆にຍえて、6࢔ーストラリ࢜ 月に、᫖年に⥆いての⳹東師

⠊大㝃属中学国際科生徒のゼၥ、9月には࢜ーストラリ࢔の㐃ᦠ校生徒の

 ステイ、1月に⸽ᕞ科ᢏ城እ国ㄒ学校生徒のゼၥを受け入れた࣒ー࣍

・体験ࣝࢦ教育として、地域の᪉による講₇（ྜྷ野⣬ⁿき・ࣔン࢔キャリ（࢜

᫓日大社ᐑ司）ࡸ親子で取り組ࡴ体࡙くり、中高では、Y1（中 3）で 9月

にキャリ࢔リࢧーࢳ（௻業研究所ゼၥ）、2月に保護者によるキャリ࢔トー

ク講ᗙ（職業紹介）を実施した。 

 

ն 生徒等募集 

「࣒2ṓ児わくわくࣝー」、園ᗞ開ᨺにຍえてࡸ幼稚園においては、体験入園（࢔

「2ṓ児保育」な࡝、園内での活動を積ᴟⓗに行うとともに、子育てࢧー

クࣝへの出๓保育な࡝園እでの活動を充実さࡏた。平成 31年度の入園生

は、年ᑡ 45人（募集定員 40 人）であった。 

イ）小学校においては、౛年通り校内でのぢ学会、体験授業、テスト体験会を

実施した。また、校እにおいても幼児教ᐊ主ദによる┦ㄯ会ࡸ講₇会にከ

数ཧຍした。入ヨについては 10月の A日程入ヨにຍえて、2月に B日程入

ヨを実施し、入学者の⋓ᚓを図った。平成 31 年度の入学者は内部進学者

22人、እ部入学者 32人、ྜ計 54人（募集定員 90 人）であった。 

ウ）中学校においては、11月にプࣞテストをᑟ入した。入ヨにおいては、A日

程、B日程（༗後入ヨ）、C 日程の 3 ᅇを実施した。ⱥ᳨資᱁者へのຍⅬ、

1ᅇの受験ᩱでの」数受験、Webによる出㢪・Ⓨ表な࡝のᕤ夫も行った。

平成 31年度の入学者は 146 人（募集定員 160人）であった。 

ログに取り組み、SNSࣈページにおいて学校Ⓨ信の࣒ー࣍（࢚ を利⏝してᗈく

学校の活動内容を伝える取り組みを行った。 

 

（６）奈良文化幼稚園 

ձ教育活動 

とり一人ࡦも㐩のᚰをぢᤣえた物ㄒを教職員࡝子、ࡕでの育「わんぱくの森」(࢔

が⮬ศのゝⴥでㄒることができるように、子࡝も理解を深めるດ力をした。 
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イ) ㊊の⿬全体で体の動きを支え、また㊊ᣦの力をᙉ化できるように土のࣞࣈンド

にこࡔわり、環ቃを整えた。それによって、⮬↛に子࡝も㐩が〄㊊で㐣ごす時

間が増ຍし、遊び時間をたっ࡫りとって、体力の向上をめࡊした。 

ウ）「わんぱくの森」での子࡝もの遊びを HPで年間 33ᅇⓎ信することができた。 

も㐩の遊び場をつくるᶵ会を設け࡝教職員と保護者の༠ാ体制を⠏き、共に子（࢚

た。またእ部講師としてᮌ村歩美Ặをᣍき、共に学ࡪᶵ会を設けた。 

保育、また部ศⓗな⦪๭り保育を実施し、保育の⮬⏤度が増したとྠ時࣒ーࢳ（࢜

にそれが教員の教材研究等の時間を生み出すことにつながり、「ാき᪉改革」

の➨一歩となった。各教員の個性もⓎ᥹された。 

ղ研究活動 

እ遊び環ቃඛ進園での研修を行ったり、ᣦᑟ者をᣍいての園内研修会で「わん（࢔

ぱくの森」の実際を取り上ࡆたりして、理解を深めた。教職員、保護者の࣡ー

クショࢵプも積ᴟⓗに行った。 

イ）「わんぱくの森」での遊びのຠᯝ 定として体力 定を行った。また、㊊ᣦ 

定ჾで㊊ᣦの力を り、㊊ᆺスタンプによる土踏まࡎ形成の経㐣ほᐹも行った。 

ウ）ᫎീを⏝いた事౛研修では、経験年数を㉸えた学びྜいがあった。また、᝟報

㔞がከいᫎീの活⏝᪉法をヰしྜい、次年度につなࡆることとなった。 

ճ環ቃ整備 

Ⅳ期園ᗞ整備が進み、表土の入᭰を行った。㊊の⿬に沿う➨「わんぱくの森」（࢔

ᰂらかな踏みᚰ地とỈはけの良さを㏣ồし 3 年㉺しで土を᥈した⏥ᩫがあり、 

  「この土ᰂらかい！」「転んでも᛹ᡃしない！」と子࡝も㐩が႐んで〄㊊にな

って遊ࡪ環ቃが作れた。 

イ） 園ᗞ整備でめࡊしたい 5つの環ቃとして、 

ձ ᣮᡓできる環ቃ ղ ヨすことのできる・変化をឤじることができる環ቃ  

ճ かかわって๰りࡏࡔる環ቃ մ 力を出しษる、Ⓨᩓできる環ቃ 

 յ ࡯っとできる環ቃ  

をあࡆ、「わんぱくの森」で᳨ドした。ձ～մは、╔実にព識して整備されて

きたが、յについては༑ศではない。次年度の課㢟である。 

մ 園児募集 

さったごᐙᗞが本年度もከくあった。おࡔ๓日から୪んで㢪書受付に⮫んでく （࢔

かࡆさまで、募集定員を上ᅇる人数を、㢪書受付ᙜ日に☜保できた。 
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ϫ㈈ົࡢᴫせ 

1.Ꮫᰯἲே఍ィに࡚࠸ࡘ

(1)Ꮫᰯἲே఍ィࡢ≉ᚩ࣭௻ᴗ఍ィࡢ࡜┦㐪Ⅼ

学校法人は教育研究活動を目ⓗとし、学生生徒等の納付金、国及び地᪉公共ᅋ

体等の⿵助金で経㈝のከくが㈥われている。しかも⛯制上のඃ㐝ᥐ置を受けて

いるきわめて公共性の高い法人である。また収┈の⋓ᚓを目ⓗとしない非営利

法人である。それに対して一⯡௻業は収┈を目ⓗとする営利法人である。した

がって、学校法人には、一⯡௻業の会計ᇶ準は㐺⏝されࡎ、文部科学省によっ

て定められた「学校法人会計ᇶ準」にᚑって、会計ฎ理をおこなうことになる。

一⯡௻業会計との対比は以下のとおりとなっている。

学校法人会計 ௻業会計 

事業目ⓗ 教育・研究活動 経済活動（収┈⋓ᚓ） 

会計ᇶ準 学校法人会計ᇶ準 ௻業会計原則 

主たる財務ㅖ表 

資金収支計算書 

事業活動収支計算書 

㈚೉対↷表 

キャシࣗࣇロー計算書
ᦆ┈計算書
㈚೉対↷表

利┈ฎศ なし あり（ᰴ主㓄ᙜ等） 

(2)Ꮫᰯἲே఍ィࡢ㈈ົㅖ⾲ཬ຺ࡧᐃ⛉┠

࠙㈈ົㅖ⾲ࠚ

学校法人の財務ㅖ表には、資金収支計算書、活動༊ศ資金収支計算書、事業活

動収支計算書、㈚೉対↷表がある。 

ձ㈨㔠཰ᨭィ⟬᭩

資金収支計算書は、ᙜヱ会計年度のㅖ活動に対応するすべての収入及び支出

の内容、及びᙜヱ年度の支ᡶ資金の㢭末を明らかにするために作成される計

算書である。主な຺定科目は以下のとおり。

(収入の部） 

科 目 内  容 

学生生徒等納付金収入 授業ᩱ、入学金、実験実⩦ᩱ、施設設備資金な࡝ 

手数ᩱ収入 入学᳨定ᩱ、ヨ験ᩱな࡝ 

ᐤ付金収入 金㖹等の資産をᐤ付者から㉗୚されたもの 

⿵助金収入 国又は地᪉公共ᅋ体からの⿵助金 

資産኎༷収入 施設、設備、᭷౯ドๆ等の኎༷収入 

付㝶事業・収┈事業収入 㣗ᇽ、኎ᗑ、ᐤᐟ⯋等教育活動に付㝶する活動に係る 

事業収入。付属ᶵ関の事業の収入。 

受取利ᜥ・㓄ᙜ金収入 㡸金等の利ᜥ、മᶒの㓄ᙜ金等の収入。 
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㞧収入 ⚾立大学退職金財ᅋ஺付金収入な࡝、上グにヱᙜしな

い収入 

೉入金等収入 金⼥ᶵ関等からの೉入金収入 

๓受金収入 ⩣年度入学の学生、生徒等に係る学生生徒等納付金収

入その௚の๓受金収入 

その௚の収入 ㅖᘬᙜ特定資産の取ᔂ収入、㡸り金等上グの各収入以

እの収入 

(支出の部) 

科 目 内  容 

人௳㈝支出 理事、監事、教職員、事務職員に支⤥する本Წ、手ᙜ、

期末手ᙜ及び所定⚟利㈝୪びに退職金 

教育研究経㈝支出 教育研究のために支出する経㈝ 

⟶理経㈝ 法人本部、学生生徒等の募集に関する経㈝、㣗ᇽ、኎

ᗑ及びᐤᐟ⯋等に関する経㈝ 

೉入金等利ᜥ支出 ೉入金、学校മ等の利ᜥ支出 

೉入金等㏉済支出 ೉入金、学校മ等の㏉済支出 

施設関係支出 土地、建物、ᵓ⠏物、建設௬຺定な࡝ 

設備関係支出 備ရ、図書な࡝ 

資産㐠⏝支出 ᭷౯ドๆの㉎入、ㅖᘬᙜ特定資産の⧞入支出な࡝ 

その௚の支出 未ᡶ金支ᡶ、ࡸ๓ᡶ金支ᡶいな࡝ 

ղάື༊ศ㈨㔠཰ᨭィ⟬᭩

活動༊ศ資金収支計算書は資金収支計算書をձ教育活動、ղ施設整備等活動、ճ

その௚の活動に༊ศして表♧するものである。一⯡௻業におけるキャシࣗࣇロー

計算書にヱᙜするものである。

ճ஦ᴗάືィ⟬᭩

ᙜヱ会計年度における事業活動収入及び事業活動支出の内容とᆒ⾮の状ែを明

らかにするために作成する計算書である。一⯡௻業におけるᦆ┈計算書にヱᙜす

るものである。３つの活動༊ศ（教育活動収支、教育活動እ収支、特ู収支）ご

との収支状況を表♧している。主な຺定科目は以下のとおり。

༊ศ 科 目 内  容 

教育活動

収支 

事業活動収入 学生生徒等納付金、手数ᩱ、ᐤ付金、経常㈝⿵助

金、付㝶事業収入、㞧収入 

事業活動支出 人௳㈝（退職⤥୚ᘬᙜ金⧞入㢠含ࡴ）、教育研究

経㈝（ῶ౯ൾ༷㢠含ࡴ）、⟶理経㈝（ῶ౯ൾ༷㢠

含ࡴ）、ᚩ収୙⬟㢠等 

教育活動

እ収支 

事業活動収入 受取利ᜥ・㓄ᙜ金、その௚の教育活動እ収入 

事業活動支出 ೉入金等利ᜥ、その௚の教育活動እ支出 

特ู収支 事業活動収入 資産኎༷ᕪ㢠、その௚の特ู収入 

事業活動支出 資産ฎศᕪ㢠、その௚の特ู支出 
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մ㈚೉ᑐ↷⾲

ᙜヱ会計年度末における財産状況を明らかにする計算書㢮である。

主な຺定科目は以下のとおり

科 目 内  容 

資産の部 ᭷形ᅛ定資産…土地、建物、ᵓ⠏物、教育研究⏝ᶵჾ備ရ、⟶理

⏝ᶵჾ備ရ、図書、㌴୧等 

特定資産………➨２号ᇶ本金ᘬᙜ特定資産、➨３号ᇶ本金ᘬᙜ特

定資産その௚のᅛ定資産・・施設利⏝ᶒ、ࣇࢯト

ウ࢔࢚、᭷౯ドๆ（ൾ㑏が１年以上のもの）、その

௚のᅛ定資等

ὶ動資産………現金㡸金、未収入金、㈓ⶶရ、᭷౯ドๆ（ൾ㑏が

１年以内のもの）、๓ᡶ金等 

㈇മの部 ᅛ定㈇മ………長期೉入金、長期未ᡶ金、退職⤥୚ᘬᙜ金、ㅖᘬ

ᙜ金等 

ὶ動㈇മ………短期೉入金、未ᡶ金、๓受金、㡸り金等 

純資産の部 ᇶ本金、⧞㉺収支ᕪ㢠 

2.Ỵ⟬ࡢᴫせ

ձ ㈨㔠཰ᨭィ⟬᭩

資金収入は、学生生徒等納付金収入、手数ᩱ収入、⿵助金収入等の収入で、収入の部

小計は 13,354 ⓒ୓෇となりました。一᪉、資金支出は、人௳㈝支出、教育研究経㈝

支出、⟶理経㈝支出および施設・設備関係支出等の支出で支出の部小計は、13,179

ⓒ୓෇となりました。この⤖ᯝ、資金収入から資金支出をῶじた 175ⓒ୓෇を๓年度

⧞㉺支ᡶ資金にຍえ、⩣年度⧞㉺支ᡶ資金は、6,723ⓒ୓෇となりました。

ᙜ年度は、人௳㈝支出が退職金要ᅉ等により๓年度比286ⓒ୓෇増ຍしました。一᪉、

施設関係支出が๓年度比 311ⓒ୓෇、設備関係支出が๓年度比 114ⓒ୓෇ῶᑡいたし

ました。

ղ 事業活動収支計算書

教育活動収支ᕪ㢠は1,579ڹ ⓒ୓෇、教育活動እ収支ᕪ㢠は 133 ⓒ୓෇、特ู収支ᕪ

㢠は4ڹ ⓒ୓෇となりました。これにより、ᇶ本金組入๓ᙜ年度収支ᕪ㢠は1,451ڹ

ⓒ୓෇の支出㉸㐣となりました。

支出㉸㐣の主要ᅉは、㏆年の施設設備充実に向けての大つᶍᢞ資により、ῶ౯ൾ༷資

産㢠が高まり、ῶ౯ൾ༷㢠が1,017ⓒ୓෇にまで高㦐したことによるものです。なお、

ᙜ年度のᇶ本金組入㢠は173ڹⓒ୓෇となりました。

ճ ㈚೉対↷表

資産の部ྜ計は、64,293ⓒ୓෇となり、๓年度末に比べ 1,494 ⓒ୓෇のῶᑡとなりま

した。資産の部のᅛ定資産は、ῶ౯ൾ༷を主要ᅉとして 2,708 ⓒ୓෇ῶᑡしました。

ὶ動資産は、᭷౯ドๆṧ高の増ຍ等により 1,213 ⓒ୓෇増ຍしました。㈇മの部は、

未ᡶ金のῶᑡ等により 2,448ⓒ୓෇となり、๓年度末に比べ 43ⓒ୓෇ῶᑡしました。
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平成ࠐ 30年度資金収支計算書 

 

 

 

　　       （単位：円）

予　　　　　算 差         異

学生生徒等納付金収入 3,370,990,000 3,251,028,474 119,961,526

手数料収入 72,362,000 61,141,816 11,220,184

寄付金収入 1,889,000 4,482,743 △ 2,593,743

補助金収入 1,325,899,000 1,316,104,043 9,794,957

国 庫 補 助 金 収 入 264,455,000 226,201,000 38,254,000

地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入
1,061,444,000 1,089,643,312 △ 28,199,312

そ の 他 補 助 金 収 入 0 259,731 △ 259,731

資産売却収入 1,500,000,000 3,800,000,000 △ 2,300,000,000

付随事業・収益事業収入 106,583,000 107,844,272 △ 1,261,272

受取利息・配当金収入 132,523,000 133,206,040 △ 683,040

雑収入 143,213,000 194,016,493 △ 50,803,493

借入金等収入 0 0 0

前受金収入 474,540,000 500,584,650 △ 26,044,650

その他の収入 2,017,867,000 4,607,200,958 △ 2,589,333,958

資金収入調整勘定 △ 529,369,000 △ 621,054,453 91,685,453

8,616,497,000 13,354,555,036 △ 4,738,058,036

前年度繰越支払資金 6,548,922,662 6,548,922,662

15,165,419,662 19,903,477,698 △ 4,738,058,036

収入の部小計

資 金 収 支 計 算 書

平成３０年４月　１日から
平成３1年３月３１日まで

　　収　入　の　部

科　　　　　　　　　目

　収入の部合計

決        算

予　　　算 差　　　異

人件費支出 3,837,427,000 4,025,782,919 △ 188,355,919

教育研究経費支出 1,069,520,000 964,230,600 105,289,400

管理経費支出 580,759,000 494,877,215 85,881,785

借入金等利息支出 0 0 0

借入金等返済支出 0 0 0

施設関係支出 56,858,000 14,458,480 42,399,520

設備関係支出 216,578,000 103,685,320 112,892,680

資産運用支出 500,000,000 5,504,550,000 △ 5,004,550,000

その他の支出 2,220,701,000 2,523,788,577 △ 303,087,577

（　　　　　　　　　　　　0）
20,000,000 20,000,000

資金支出調整勘定 △ 161,847,000 △ 451,520,060 289,673,060

8,339,996,000 13,179,853,051 △ 4,839,857,051

6,825,423,662 6,723,624,647 101,799,015

15,165,419,662 19,903,477,698 △ 4,738,058,036

支　出　の　部

科　　　　　　　　　目

[予　備　費]

　　支出の部合計

翌年度繰越支払資金

決　　　算

支出の部小計
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平成ࠐ 30 年度活動༊ศ資金収支計算書 

 

 

  

 

 

 

 

学生生徒等納付金収入 3,251,028,474

手数料収入 61,141,816

特別寄付金収入 3,350,743

経常費等補助金収入 1,305,443,043

付随事業収入 107,844,272

雑収入 194,016,493

教育活動資金収入計 4,922,824,841

人件費支出 4,025,782,919

教育研究経費支出 964,230,600

管理経費支出 493,451,831

教育活動資金支出計 5,483,465,350

△ 560,640,509

　　　　調　整　勘　定　等 49,483,595

教育活動資金収支差額 △ 511,156,914

金額

施設設備寄付金収入 1,132,000

施設設備補助金収入 10,661,000

施設整備等活動資金収入計 11,793,000

施設関係支出 14,458,480

設備関係支出 103,685,320

施設整備等活動資金支出計 118,143,800

△ 106,350,800

　　　　調　整　勘　定　等 △ 193,085,036

施設整備等活動資金収支差額 △ 299,435,836

△ 810,592,750

前年度繰越支払資金　　　　　　　

翌年度繰越支払資金　　　　　　　

差　　引

差　　引

預り金支払支出

貯蔵品支払支出

仮払金支払支出

立替金支払支出

小　計

その他の活動資金支出計

過年度修正支出

立替金受入収入

小　計

受取利息・配当金収入

その他の活動資金収入計

有価証券購入支出

第３号基本金引当特定資産繰入支出

平成３１年３月３１日まで

平成３０年４月  １日から

活　動　区　分　資　金　収　支　計　算　書

（単位：円）

科　　目 金　額 科　　目 金　額

科　　目

　　　　調　整　勘　定　等

174,701,985

7,398,706,439

985,476,938

1,861,859,937

△ 182,203

3,233,848

5,716,584

23,346,070

7,400,131,823

985,294,735

6,548,922,662

6,723,624,647

支払資金の増減額（小計＋その他の活動資金収支差額）

4,754,462

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

22,951,070

有価証券売却収入

第３号基本金引当特定資産取崩収入

預り金受入収入

貯蔵品売却収入

仮払金受入収入

1,425,384

差　　引

2,500,000,000

支
出 3,004,550,000

2,500,000,000

1,921,788,011

3,800,000,000

8,252,402,721

8,385,608,761

133,206,040

2,909,178

教
育
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

収
入

支
出

施
設
整
備
等
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

小計（教育活動資金収支差額＋施設整備等活動資金収支差額）

収
入

支
出

その他の活動資金収支差額

収
入

30



平成ࠐ 30 年度事業活動収支計算書 

  

 

予算 決算 ᕪ␗

学生生徒等納付金 3,370,990,000 3,251,028,474 119,961,526

72,362,000 61,141,816 11,220,184

202,000 3,350,743 △ 3,148,743

1,321,399,000 1,305,443,043 15,955,957

国 庫 補 助 金 264,455,000 215,540,000 48,915,000

地 方 公 共 団 体 補 助 金 1,056,944,000 1,089,643,312 △ 32,699,312
そ の 他 補 助 金 0 259,731 △ 259,731

付随事業収入 106,583,000 107,844,272 △ 1,261,272

雑収入 50,675,000 98,680,193 △ 48,005,193

4,922,211,000 4,827,488,541 94,722,459

予算 決算 ᕪ␗

3,733,213,000 3,932,218,877 △ 199,005,877

教育研究経費 2,042,343,000 1,914,863,718 127,479,282

管理経費 652,168,000 559,908,296 92,259,704

徴収不能額等 1,748,000 260,198 1,487,802

教育活動支出計 6,429,472,000 6,407,251,089 22,220,911

△ 1,507,261,000 △ 1,579,762,548 72,501,548

予算 決算 ᕪ␗

受取利息・配当金 132,523,000 133,206,040 △ 683,040

その他の教育活動外収入 0 0 0

教育活動外収入計 132,523,000 133,206,040 △ 683,040

予算 決算 ᕪ␗

借入金等利息 0 0 0

その他の教育活動外支出 0 0 0

教育活動外支出計 0 0 0

132,523,000 133,206,040 △ 683,040

△ 1,374,738,000 △ 1,446,556,508 71,818,508

予算 決算 ᕪ␗

資産売却差額 0 0 0

その他の特別収入 6,187,000 18,184,356 △ 11,997,356

特別収入計 6,187,000 18,184,356 △ 11,997,356

予算 決算 ᕪ␗

資産処分差額 18,815,000 21,212,990 △ 2,397,990

その他の特別支出 0 1,425,384 △ 1,425,384

特別支出計 18,815,000 22,638,374 △ 3,823,374

△ 12,628,000 △ 4,454,018 △ 8,173,982

（　　　　　　　　　　　　0）
20,000,000 20,000,000

△ 1,407,366,000 △ 1,451,010,526 43,644,526

基本金組入額合計 △ 611,633,000 △ 173,798,229 △ 437,834,771

当年度収支差額 △ 2,018,999,000 △ 1,624,808,755 △ 394,190,245

前年度繰越収支差額 △ 4,828,999,827 △ 4,828,999,827 0

基本金取崩額 190,107,000 197,760,673 △ 7,653,673

翌年度繰越収支差額 △ 6,657,891,827 △ 6,256,047,909 △ 401,843,918

事業活動収入計 5,060,921,000 4,978,878,937 82,042,063

事業活動支出計 6,448,287,000 6,429,889,463 18,397,537

஦

業

ά

ື

཰

ධ

䛾

㒊

஦

業

ά

ື

ᨭ

ฟ

䛾

㒊

事

業

活

動

支

出

の

部

　　特別収支差額

科　　　目

教育活動外収支差額

　　経常収支差額

教育活動収支差額

科　　　目

科　　　目

科　　　目

平成３０年４月　１日から
平成３１年３月３１日まで

(単位：円）
科　　　目

科　　　目
஦
業
ά
ື
ᨭ
ฟ
䛾
㒊

経常費等補助金

人件費

 [予備費]

教
育
活
動
収
支

手数料

寄付金

基本金組入前当年度収支差額

（参考）

特
別
収
支

事  業  活  動  収  支  計　算  書

事
業
活
動
収
入
の
部

教育活動収入計

஦

業

ά

ື

཰

ධ

䛾

㒊

教
育
活
動
外
収
支
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ᖹᡂࠐ  30年度㈚೉ᑐ↷⾲ 

 

 

 

 

 

　　　　　　（単位：円）

前　年　度　末

　固定資産 55,348,350,148 58,056,517,565 △ 2,708,167,417

有形固定資産 43,541,050,772 44,480,056,235 △ 939,005,463

土地 22,500,690,451 22,500,690,451 0

建物 17,916,293,573 18,544,195,758 △ 627,902,185

その他の有形固定資産 3,124,066,748 3,435,170,026 △ 311,103,278

特定資産 11,060,000,000 11,060,000,000 0

その他の固定資産 747,299,376 2,516,461,330 △ 1,769,161,954

　流動資産 8,945,344,352 7,731,769,447 1,213,574,905

現金預金 6,723,624,647 6,548,922,662 174,701,985

その他の流動資産 2,221,719,705 1,182,846,785 1,038,872,920

64,293,694,500 65,788,287,012 △ 1,494,592,512

前　年　度　末

　固定負債 1,039,225,498 1,037,453,240 1,772,258

　流動負債 1,409,315,682 1,454,669,926 △ 45,354,244

2,448,541,180 2,492,123,166 △ 43,581,986

前　年　度　末

　基本金　 68,101,201,229 68,125,163,673 △ 23,962,444

第1号基本金 56,676,792,320 56,700,754,764 △ 23,962,444

第３号基本金 11,000,000,000 11,000,000,000 0

第４号基本金 424,408,909 424,408,909 0

　繰越収支差額 △ 6,256,047,909 △ 4,828,999,827 △ 1,427,048,082

61,845,153,320 63,296,163,846 △ 1,451,010,526

負債及び純資産の部合計 64,293,694,500 65,788,287,012 △ 1,494,592,512

本　年　度　末 増　　　　　減

負債の部合計

純資産の部合計

本　年　度　末 増　　　　　減

本　年　度　末 増　　　　　減

貸　　借　　対　　照　　表
平成　３１年　３月　３１日

資　産　の　部

資産の部合計

負　債　の　部

純　資　産　の　部

科　　　目

科　　　目

科　　　目
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ᖹᡂࠐ 30年度㈈⏘┠㘓(ᴫせ) 

財 産 目 㘓 

 

Ⅰ資産総㢠                        64,293,694,500෇ 

内 ᇶ本財産                      43,541,050,772෇ 

  㐠⏝財産                      20,752,643,728෇ 

  収┈事業⏝財産                         0෇ 

Ⅱ㈇മ総㢠                         2,448,541,180෇ 

Ⅲ純資産                          61,845,153,320෇ 

 

༊  ศ 金 㢠 

 

資産総㢠 

 

１ᇶ本財産 

    土地               476,041.17 ㎡       22,500,690,451෇ 

    建物            123,290.62 ㎡       17,916,293,573෇ 

    図書             407,320෉   4,434 Ⅼ    1,285,313,599෇ 

    教ල・校ල・備ရ      30,687Ⅼ            692,622,291෇ 

     その௚                                    1,146,130,858෇ 

２㐠⏝財産 

     現金㡸金                          6,723,624,647෇ 

     その௚                        14,029,019,081෇ 

３収┈事業⏝財産                              0෇ 

 

資 産 総 㢠                        64,293,694,500෇ 

 

㈇മ㢠 

１ᅛ定㈇മ 

    長期೉入金                             0෇ 

    その௚                         1,039,225,498෇ 

２ὶ動㈇മ 

短期೉入金                            0෇ 

     その௚                         1,409,315,682෇ 

 

㈇ മ 総 㢠                          2,448,541,180෇ 

 

純資産（資産総㢠－㈇മ総㢠）                                 61,845,153,320෇ 
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 ⾲年度ู≧ἣࡢ㈨㔠཰ᨭィ⟬᭩ࠐ

䠄༢఩䠖༓෇䠅

䠎䠓年度 䠎䠔年度 䠎䠕年度 䠏䠌年度

Ꮫ生生ᚐ➼⣡௜㔠཰ධ 3,047,032 3,188,644 3,309,052 3,251,028 

ᡭ 数 ᩱ ཰ ධ 62,638 61,483 60,501 61,142 

ᐤ ௜ 㔠 ཰ ධ 11,371 2,155 2,833 4,483 

⿵ ຓ 㔠 ཰ ධ 1,407,402 1,411,796 1,328,747 1,316,104 

㈨ ⏘ ኎ ༷ ཰ ධ 5,542,415 2,000,000 1,500,000 3,800,000 

௜㝶஦業䞉཰┈஦業཰ධ 108,206 106,428 102,281 107,844 

ཷྲྀ฼ᜥ䞉㓄ᙜ㔠཰ධ 152,519 146,088 136,905 133,206 

㞧 ཰ ධ 197,372 248,565 158,453 194,016 

೉ ධ 㔠 ➼ ཰ ධ 0 0 0 0 

๓ ཷ 㔠 ཰ ධ 457,555 453,980 425,725 500,585 

䛭 䛾 ௚ 䛾 ཰ ධ 6,325,480 2,200,150 2,330,887 4,607,201 

㈨ 㔠 ཰ ධ ㄪ ᩚ ຺ ᐃ 䕧 㻥㻤㻠㻘㻞㻠㻝 䕧 㻢㻤㻤㻘㻜㻜㻢 䕧 㻢㻜㻢㻘㻤㻣㻟 䕧 㻢㻞㻝㻘㻜㻡㻠

๓ 年 度 ⧞ ㉺ ᨭ ᡶ ㈨㔠 3,479,749 3,605,356 5,425,217 6,548,923 

ྜ ィ 19,807,498 12,736,639 14,173,728 19,903,478 

ே ௳ ㈝ ᨭ ฟ 4,013,038 4,131,214 3,738,984 4,025,783 

ᩍ ⫱ ◊ ✲ ⤒ ㈝ ᨭ ฟ 964,373 1,017,539 1,049,615 964,231 

⟶ ⌮ ⤒ ㈝ ᨭ ฟ 393,022 487,469 517,697 494,877 

೉ ධ 㔠 ➼ ฼ ᜥ ᨭ ฟ 0 0 0 0 

೉ ධ 㔠 ➼ ㏉ ῭ ᨭ ฟ 0 0 0 0 

᪋ タ 㛵 ಀ ᨭ ฟ 46,495 61,322 325,467 14,458 

タ ഛ 㛵 ಀ ᨭ ฟ 131,450 67,389 218,241 103,685 

㈨ ⏘ 㐠 ⏝ ᨭ ฟ 9,309,212 0 0 5,504,550 

䛭 䛾 ௚ 䛾 ᨭ ฟ 1,840,012 2,108,859 2,406,867 2,523,789 

㈨ 㔠 ᨭ ฟ ㄪ ᩚ ຺ ᐃ 䕧 㻠㻥㻡㻘㻠㻢㻜 䕧 㻡㻢㻞㻘㻟㻣㻜 䕧 㻢㻟㻞㻘㻜㻢㻢 䕧 㻠㻡㻝㻘㻡㻞㻜

⩣ 年 度 ⧞ ㉺ ᨭ ᡶ ㈨㔠 3,605,356 5,425,217 6,548,923 6,723,625 

ྜ ィ 19,807,498 12,736,639 14,173,728 19,903,478 

⛉ ┠

཰
ධ
䛾
㒊

ᨭ
ฟ
䛾
㒊
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 ⾲年度ู≧ἣࡢ஦ᴗάື཰ᨭィ⟬᭩ࠐ

 

 

 

䠄༢఩䠖༓෇䠅

䠎䠓年度 䠎䠔年度 䠎䠕年度 䠏䠌年度

Ꮫ生生ᚐ➼⣡௜㔠 3,047,032 3,188,644 3,309,052 3,251,028 

ᡭ数ᩱ 62,638 61,483 60,502 61,142 

ᐤ௜㔠 10,998 1,757 1,434 3,351 

⤒ᖖ㈝➼⿵ຓ㔠 1,398,803 1,403,233 1,328,747 1,305,443 

௜㝶஦業཰ධ 108,205 106,428 102,281 107,844 

㞧཰ධ 60,711 169,895 96,880 98,680 

ᩍ⫱άື཰ධィ 4,688,387 4,931,440 4,898,896 4,827,488 

ே௳㈝ 3,895,060 4,040,873 3,717,065 3,932,219 

ᩍ⫱◊✲⤒㈝ 1,934,560 1,977,111 2,000,390 1,914,864 

⟶⌮⤒㈝ 479,279 544,090 594,104 559,908 

ᚩ཰୙⬟㢠➼ 789 3,573 1,260 260 

ᩍ⫱άືᨭฟィ 6,309,688 6,565,647 6,312,819 6,407,251 

䕧㻌㻝㻘㻢㻞㻝㻘㻟㻜㻝㻌 䕧㻌㻝㻘㻢㻟㻠㻘㻞㻜㻣㻌 䕧㻌㻝㻘㻠㻝㻟㻘㻥㻞㻟㻌 䕧㻌㻝㻘㻡㻣㻥㻘㻣㻢㻟㻌

ཷྲྀ฼ᜥ䞉㓄ᙜ㔠 152,519 146,088 136,905 133,206 

䛭䛾௚䛾ᩍ⫱άືእ཰ධ 0 0 0 0 

ᩍ⫱άືእ཰ධィ 152,519 146,088 136,905 133,206 

೉ධ㔠➼฼ᜥ 0 0 0 0 

䛭䛾௚䛾ᩍ⫱άືእᨭฟ 0 0 0 0 

ᩍ⫱άືእᨭฟィ 0 0 0 0 

152,519 146,088 136,905 133,206 

䕧㻌㻝㻘㻠㻢㻤㻘㻣㻤㻞㻌 䕧㻌㻝㻘㻠㻤㻤㻘㻝㻝㻥㻌 䕧㻌㻝㻘㻞㻣㻣㻘㻜㻝㻤㻌 䕧㻌㻝㻘㻠㻠㻢㻘㻡㻡㻣㻌

≉ู཰ධィ 24,477 16,876 7,141 18,185 

≉ูᨭฟィ 154,858 59,225 50,693 22,638 

䕧㻌㻝㻟㻜㻘㻟㻤㻝㻌 䕧㻌㻠㻞㻘㻟㻠㻥㻌 䕧㻌㻠㻟㻘㻡㻡㻞㻌 䕧㻌㻠㻘㻠㻡㻟㻌

䕧㻌㻝㻘㻡㻥㻥㻘㻝㻢㻟㻌 䕧㻌㻝㻘㻡㻟㻜㻘㻠㻢㻤㻌 䕧㻌㻝㻘㻟㻞㻜㻘㻡㻣㻜㻌 䕧㻌㻝㻘㻠㻡㻝㻘㻜㻝㻜㻌

䕧㻌㻝㻝㻡㻘㻣㻣㻢㻌 䕧㻌㻣㻠㻘㻞㻞㻜㻌 䕧㻌㻞㻜㻞㻘㻢㻣㻟㻌 䕧㻌㻝㻣㻟㻘㻣㻥㻤㻌

䕧㻌㻝㻘㻣㻝㻠㻘㻥㻟㻥㻌 䕧㻌㻝㻘㻢㻜㻠㻘㻢㻤㻤㻌 䕧㻌㻝㻘㻡㻞㻟㻘㻞㻠㻟㻌 䕧㻌㻝㻘㻢㻞㻠㻘㻤㻜㻤㻌

䕧㻌㻞㻟㻞㻘㻡㻡㻤㻌 䕧㻌㻝㻘㻥㻠㻣㻘㻠㻥㻣㻌 䕧㻌㻟㻘㻡㻝㻥㻘㻠㻢㻢㻌 䕧㻌㻠㻘㻤㻞㻥㻘㻜㻜㻜㻌

0 32,719 213,709 197,761 

䕧㻌㻝㻘㻥㻠㻣㻘㻠㻥㻣㻌 䕧㻌㻟㻘㻡㻝㻥㻘㻠㻢㻢㻌 䕧㻌㻠㻘㻤㻞㻥㻘㻜㻜㻜㻌 䕧㻌㻢㻘㻞㻡㻢㻘㻜㻠㻣㻌

4,865,383 5,094,404 5,042,942 4,978,879 

6,464,546 6,624,872 6,363,512 6,429,889 

⛉㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌┠

䚷䚷䚷㻌⤒㻌ᖖ㻌཰㻌ᨭ㻌ᕪ㻌㢠

ᩍ
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3.୺࡞㈈ົẚ⋡ 

[㈚೉対↷表に係る財務比率] 

比率名 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 

純資産ᵓ成比率 96.4㸣 96.2㸣 96.2㸣 

ᅛ定比率 92.6㸣 91.7㸣 89.5㸣 

ὶ動比率 506.6㸣 531.5㸣 634.7㸣 

積立率 91.8㸣 86.6㸣 81.5㸣 

㐠⏝資産వ裕比率 322.8㸣 334.5㸣 319.9㸣 

㈇മ比率 3.7㸣 3.9㸣 4.0㸣 

 

䠄༢఩䠖༓෇䠅

䠎䠓年度 䠎䠔年度 䠎䠕年度 䠏䠌年度

62,290,767 59,845,602 58,056,518 55,348,350 

45,945,259 45,007,667 44,480,056 43,541,051 

11,326,730 11,320,270 11,060,000 11,060,000 

5,018,778 3,517,665 2,516,461 747,299 

6,171,612 7,188,130 7,731,769 8,945,344 

䠎䠓年度 䠎䠔年度 䠎䠕年度 䠏䠌年度

2,315,176 2,416,997 2,492,123 2,448,541 

1,010,017 998,098 1,037,453 1,039,225 

1,305,159 1,418,899 1,454,670 1,409,316 

68,094,700 68,136,201 68,125,164 68,101,201 

䜰 ➨ 䠍 ྕ ᇶ ᮏ 㔠 56,370,841 56,451,522 56,700,755 56,676,792 

䜲 ➨ 䠎 ྕ ᇶ ᮏ 㔠 266,731 260,270 0 0 

䜴 ➨ 䠏 ྕ ᇶ ᮏ 㔠 11,000,000 11,000,000 11,000,000 11,000,000 

䜶 ➨ 䠐 ྕ ᇶ ᮏ 㔠 457,128 424,409 424,409 424,409 

䕧㻌㻝㻘㻥㻠㻣㻘㻠㻥㻣 䕧㻌㻟㻘㻡㻝㻥㻘㻠㻢㻢 䕧㻌㻠㻘㻤㻞㻥㻘㻜㻜㻜 䕧㻌㻢㻘㻞㻡㻢㻘㻜㻠㻤

䕧㻌㻝㻘㻥㻠㻣㻘㻠㻥㻣 䕧㻌㻟㻘㻡㻝㻥㻘㻠㻢㻢 䕧㻌㻠㻘㻤㻞㻥㻘㻜㻜㻜 䕧㻌㻢㻘㻞㻡㻢㻘㻜㻠㻤

68,462,379 67,033,732 65,788,287 64,293,694 

㈨䚷䚷䚷䚷䚷⏘䚷䚷䚷䚷䚷䛾䚷䚷䚷䚷䚷㒊
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㈇䚷മ䚷䛾䚷㒊䚷䞉䚷⣧䚷㈨䚷⏘䚷䛾䚷㒊

⛉䚷䚷䚷䚷┠

ὶ ື ㈇ മ

ᇶ ᮏ 㔠

⧞ ㉺ ཰ ᨭ ᕪ 㢠

⩣ 年 度 ⧞ ㉺ ཰ ᨭ ᕪ 㢠

䛭 䛾 ௚ 䛾 ᅛ ᐃ ㈨ ⏘

ྜ ィ

65,788,287 ྜ ィ

ᅛ ᐃ ㈨ ⏘

᭷ ᙧ ᅛ ᐃ ㈨ ⏘

68,462,379 

≉ ᐃ ㈨ ⏘

ὶ ື ㈨ ⏘

⥲ ㈇ മ

67,033,732 

ᅛ ᐃ ㈇ മ

64,293,694 

36



 [事業活動収支計算書に係る財務比率] 

比率名 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 

人௳㈝比率 79.6㸣 73.8㸣 79.3㸣 

教育研究経㈝比率 38.9㸣 39.7㸣 38.6㸣 

⟶理経㈝比率 10.7㸣 11.8㸣 11.3㸣 

೉入金等利ᜥ比率 0.0㸣 0.0㸣 0㸣 

学生生徒等納付金比率 62.8㸣 65.7㸣 65.5㸣 

事業活動収支ᕪ㢠比率 30.0ڹ㸣 26.2㸣ڹ 29.1㸣ڹ

ᇶ本金組入後収支比率 128.2㸣 121.3㸣 124.8㸣 

⿵助金比率 27.7㸣 26.4㸣 26.4㸣 

4.㈨⏘ࡢ≧ἣ

(1)純資産ᵓ成比率・総資産の᥎移

(2)保᭷金⼥資産の状況（平成 30年度末）

96.8 97.6 96.6 96.4 96.2 96.2 

723 694 685 670 657 642 

700 677 661 646 632 618 
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25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 資本(億円)比率(%) 

純資産構成比率(左軸) 総資産(右軸) 純資産(右軸) 

ᅜമ 1,713 

ᆅ᪉മ 11,796 

㡸㈓㔠 6,927 

金融資産の状況 

(༢位:ⓒ୓෇) 
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